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＜この冊子の見方＞ 

『びほろ』みらいまちづくり会議の部会ごとの協議テーマにそってまとめています。 

 

(１)関連グラフなど 

第７期美幌町総合計画に関わる「町民アンケート(令和７年７月実施)」

のほか、総合計画以外の個別計画策定時などに実施したアンケート

の結果をグラフにしたものを掲載しています。 

(２)意見・提案 

第７期美幌町総合計画に関わる「町民アンケート(令和７年７月実施)」

をはじめ、ヒアリングなどを通じて寄せられた声や意見を掲載していま

す。 

✪：美幌高校生のみなさん 

 

     ：若者団体のみなさん 

 

   ：自衛隊美幌駐屯地のみなさん 

 

●：町民アンケートの回答 

 

〇：職員アンケートの回答 
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１ 人口減少対策(少子化対策、移住、定住) 

 

（１） 関連グラフなど 

 

人口の推移（国勢調査・年齢３区分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢３区分の構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,225 6,054 5,135 4,279 3,606 3,031 2,720 2,376 1,928 

18,167 18,063 
17,502 

16,582 
15,564 

14,289 
12,903 

11,374 
10,043 

2,142 2,555 
3,043 

3,847 
4,733 

5,498 
5,950 

6,533 
6,713 

26,534 26,672 
25,680 

24,708 23,903 
22,818 

21,573 

20,283 18,684 

0

10,000

20,000

30,000

1980年

(昭和55)

1985年

(昭和60)

1990年

(平成2)

1995年

(平成7)

2000年

(平成12)

2005年

(平成17)

2010年

(平成22)

2015年

(平成27)

2020年

(令和2)

(人) 年少人口(15歳未満) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

出典：総務省 国勢調査

23.5 22.7 20.0 17.3 15.1 13.3 12.6 11.7 10.3 

68.5 67.7 68.2 
67.1 

65.1 
62.6 59.8 56.1 53.8 

8.1 9.6 11.8 15.6 19.8 24.1 27.6 32.2 35.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1980年

(昭和55)

1985年

(昭和60)

1990年

(平成2)

1995年

(平成7)

2000年

(平成12)

2005年

(平成17)

2010年

(平成22)

2015年

(平成27)

2020年

(令和2)

年少人口(15歳未満) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

出典：総務省 国勢調査



 

2 

 

 

 

  

27.7

24.4

30.6

27.4

24.1

30.2

48.9

57.8

55.0

50.0

62.4

60.4

12.8

12.2

12.6

13.7

9.9

5.7

10.6

2.2

1.8

0.8

1.9

3.3

8.1

3.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

【問1】総合的に考えて、現在の美幌町の住みごこちはいかがですか。

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

【問１】前回（平成 26年度調査）との比較 
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1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災への取組

5.消防・救急の体制

6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪

11.公園・緑地の整備

12.住宅・宅地の整備

13.水道整備、水質

14.下水道整備

15.公共交通の利便性

16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防

18.医療環境

19.国保病院の充実

20.高齢者福祉の取組

21.障害者福祉の取組

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業の振興

29.林業の振興

30.商工業の振興

31.観光の振興

32.特産品開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動、行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

H26と比較して増加している項目

H26と比較して減少している項目

【問 3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民 620人)/前回との比較 
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10～20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人) /年代別
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【問４】前回（平成 26年度調査）との比較 

今の場所に住み続けたい

78.9％

町外に移りたい

20.8％

無回答

0.3％

【問4】現在のお気持ちとして、これからも美幌町に住み続けたいと思いますか。（620人）
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【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人) /前回との比較
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日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人) /前回との比較
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜ふるさと寄附金・関係人口創出＞ 

・基本目標 01「人を創り、地域力を高めるまちづくり」、施策区分「持続可能な行財政システムの確立」

に登載している「ふるさと寄附金事業」について、町内事業者及び中間事業者と連携したプロモーシ

ョン・寄付募集を実施し、寄附金額は令和６年度末現在で約 486,269 千円となっている。令和３年度

の寄付実績 192,044 千円から５年間で 253％の増額となっており、令和 7 年度、一般会計事業費に

対して 200,000 千円を充当している。今後も町のプロモーション促進による関係人口創出やお礼品

取扱い事業者等の販路拡大、財源確保に貢献するための取組を推進していきたい。（政策統計 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜移住定住促進＞ 

・移住定住促進事業について、当町への移住者数の把握や移住意向度に応じた施策の検討が課題

となっている。今年度より構築を開始した移住相談者データベース等の情報を活用し、完全移住や

二地域居住等、移住検討者それぞれのニーズに合った施策の検討を進めていくこととしたい。（政

策統計 G） 

 

（３）意見・提案 

 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜現状への危機感＞ 

   小学校が減る、こどもを増やさないと困る。 

●まちの活力源はヒト。人口を維持・増加させなければならない。若者が出て行かない、入ってくる、定

着する、若夫婦が定着する、子供が増えることに努力を傾注しないとまちが消滅してしまいます。（男

性・60代） 

●美幌町の人口減少をストップさせ、これから先もっと良い町になってほしいと考えます。（女性・60代） 

●働く場所が沢山あったり、自衛隊があって、子育て世代もそこそこいるのだから、もう少し若者が出て

行かない町にしないと、老人しかいない町になり、村並になってしまうと思います。（男性・40代） 

 

＜目標設定・コンパクトシティ＞ 

●人口減少や流出、少子高齢化の避けることのできない時代のなかで５年・１０年、さらにその先を見

据えたスマートシュリンクを進めていくとウェルビーイングの損なわれない地域社会につながると思う。

（男性・40代） 

●一つの目安たとえば人口 9000 人のまちを実現する目標をたてることはとても良いこと。人が減ること

はさびしい事ですが、目標をもって皆でそれに向かっていくことでいずれ達成感も味わえるのでは。

今でも 9000 人より少ない町はたくさんあるのだから 9000 人もいるんだと思うこと、そして理想的なコ

ンパクトシティをつくろう。（男性・70代以上） 
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〇人口減少による様々な影響が最大の課題。推計通りの人口となった場合に町の経済や行政をどう運

営していくか想定する必要がある。 

〇人口減少は全国的な傾向と同様だが、町に関わりを持ち活動する「活動人口」が増加している町に

なっていることが望ましい。 

 

＜若者定着・U ターン支援＞ 

●若者がいなくならない街を目指す（男性・50代） 

●日本全体が少子化に驀進してるので大変厳しいが、町外に出て行った人を U ターンしやすい環境

を造る事が大事。経験やスキルを持った人が戻ると活性化につながる。若者は流出するものなので、

是非Uターン支援を積極的に動いてほしい。子育て・職場環境の充実など資金は必要ですが、まず

はスタートラインに立ちましょう！（男性・50代） 

●美幌町に若い人が残るように工夫してほしい。高校、仕事など充実してほしい。（女性・50代） 

●働ける場所が少ないため町を出た子供たちが戻ってきません。町外に出た子供たちが将来安心して

帰ってこれる町づくりをしてほしいです。（男性・40代） 

 

＜就業・企業誘致＞ 

●少子化問題への具体的な対策を示して欲しい。企業誘致等で、労働の場の確保、そして人口増へ

とつなげていくなど（男性・60代） 

●美幌町も人口減少が続いており、企業の誘致を進め、人口減少を止めてほしい（男性・70代以上） 

●若年世帯の移住誘致。活動。（企業誘致など働き場所の確保も含む）（男性・30代） 

●就職先が少なく若い人たちが美幌町から出て行ってしまうので人口の流出を少なくする策が必要だ

と思う（男性・30代） 

●これ以上少しでも人口減少がゆるやかになるように何か働き場所が新に出来るとか災害が少ない事

をアピールするとか色々あると思います。（女性・40代） 

〇若者が資格取得できるような補助や、町内で起業しやすいような制度が整っているといい。 

〇若者・女性が活躍できる環境が整っている町。特に女性活躍の環境整備が必要。育休制度の充実

や女性の管理職登用など。 

〇2024 年に人口戦略会議が公表した「消滅可能性自治体」について、本町も該当し、2050 年までの

20～39 歳女性の減少率が管内最多の 64.3%。女性の転出を防ぐために、まず女性活躍の環境を整

備する必要がある。 

〇人口減が少しでも食い止められていると良い。企業誘致を強化することで町の活性化、働き場所が

増える。ニーズに合った補助金等。町の魅力 PR として SNSで魅力発信。 

〇大企業までではなくても企業進出がより一層進み、雇用が生まれ、経済的な好循環が生まれると人

口減少も緩やかになっていく。 

〇現在、人口が減少している中で、いかに若者世代が働く場所の整備、それを支える人材が必要と考

える。 

 

＜子育て支援・少子化対策＞ 

●少子化対策による補助。（男性・50代） 
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●子育て世帯仕組みを充実させて若い世代の移住を誘致して町全体を若返らせて活気のある町にし

てほしい。（男性・40代） 

〇美幌町では毎年 500 人程度人口が減少している。また高齢者の割合が高いように感じられるので子

育て支援等を強化し、若い方々が移住し、美幌町で子育てをしたいと思うようにできればよい。 

〇毎年人口の減少が進んでいることから、子育てしやすい環境を整え、今より子育て世代への支援を

充実させる必要がある。 

〇近隣と比較して子育て環境が群を抜いていることを目指す。北見市から通勤している多くの人たちを

美幌町へ移住していただく。 

〇少子高齢化により美幌町の若者の数が減少しているので、子育て支援や教育に力をいれることで美

幌町に移住したいと思う若者が増えれば良い。 

〇子どもに対する補助金制度が少ない気がする。不妊治療を受ける方が増えている中、町独自の補

助があると一般になる。 

 

＜移住・定住促進＞ 

   主産業が農業なので就農者の呼び込みで移住者を増やすのがいいのでは。 

●移住者支援（家を建てたらお祝い金、移住後 1年米プレゼントなど（女性・40代） 

●北見市の財政危機の状況を踏まえ、隣町である美幌町へ人口を呼び込む対策。（女性・40代） 

●生産人口の特に女性が集り住み易い環境に、美幌はないと思います。今後、生産人口層の女性の

確保が課題になると思います。（男性・60代） 

〇町外から定期的に仕事やプロジェクトに参加する人、観光や交流イベントを通じて町を繰り返し訪れ

る人など、多様な形で美幌町と関わる人が増えることで、活気と多様性を感じるまちになっているとよ

い。 

〇空港近郊という立地を生かし、2 拠点居住の地に選ばれるようになっていたい。関係人口を増やすこ

とでにぎわいを作りたい。 

〇美幌町ならではのものを活用や美幌町の立地・環境を活かした新しいビジネスの企業、場所を問わ

ない職業の方等が移住・定住を決意出来るような環境が整えられ、20〜40 代の方々が移住・起業し

やすい環境が整っているとよい。 

〇将来的には、北海道の「住みたい街ランキング」で上位に選ばれるような、誇れる町になっているとよ

い。 

〇教育、各種サービスを見直して若い世代の方が移住を考える方向性がある環境(住宅用土地提供)

整備が必要であると思う。 

 

＜外国人労働者・多文化共生＞ 

●少子高齢化が進み、技能実習生等の外国人が増えているため、長く移住してもらえるよう婚活等に

も力を入れてはどうでしょうか。（女性・50代） 

〇町外から定期的に仕事やプロジェクトに参加する人、観光や交流イベントを通じて町を繰り返し訪れ

る人など、多様な形で美幌町と関わる人が増えることで、活気と多様性を感じるまちになっているとよ

い。 

〇キレイに整備された町並みになっているとよい(電線が埋設されているような特定の分譲地区の整備
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等により新築住宅等が促進され、移住者・定住者の増加が図られる)。 

〇町外から移住する住民が増えて、多文化的な交流がより増えると良い。新しい視点を取り入れること

で町の活性化につながる。美幌町は女満別空港のある大空町に近く、移住しやすい。 

 

＜自衛隊関連＞ 

●自衛隊の駐屯地もありますが隊員の多くは北見に住んでいたり町としても人口減少の問題がある中

もう少し美幌に住みたいと思えるような努力をしてほしいです。（女性・50代） 

 

＜教育・人材育成＞ 

●少子化問題への具体的な対策を示して欲しい。小・中・高一貫教育にして、地元高校への入学者の

増加、さらには部活動の強化へとつなげていく（男性・60代） 

〇子育て・教育も魅力的な環境が整っているとよい。 

 

＜高齢者対応・生活環境整備＞ 

●安価で気持ちよく生活のできる関係などからも生涯を美幌で住みたいと思えるような老人施設や商

業施設の拡充などで人口の増加。（男性・60代） 

〇美幌町に豊かな自然環境や新鮮な農産物、そしてそれらを活用した特産品など新たな観光資源の

開発、温泉やキャンプ場など輝いている施設を集約し利便性を上げるなど、空港に近い立地・地理

的利点を生かし観光・誘光を通じて広く活用されるまち。 

〇高齢化も進み、介護が必要な人や独居の高齢者への支援も今まで以上に必要となる。 

〇どの年代の人も住み続けたいと思える町民の需要に合わせた施設。美幌町は魅力を持ってもらえる

ようなまちとなりつつ、スローライフに憧れを持つ人が美幌に住みたくなる環境づくり。 

〇観光資源については横ばいだと思うが、産業について特に中心街の商業、商店は廃業や離店して

いく可能性が非常に高い。人口が減るのに伴い、個人企業が続くと想定される現状があるため、い

かに施設数・規模を縮小するか。 

 

＜北見市との関係＞ 

●北見市は財政破綻になると思われるので、町に移住したいと考えている人の受皿になるチャンスで

す。（男性・50代） 

〇近隣の北見市の経済状況により、北見市を離れ移住する人が少なからずいる。今後美幌町は北見

市から離れもらう町であり、アクセスの良さなどから転入してくる人が多くと思われるので、ファミリー向

けのマンション、アパート等を整備していく必要がある。 

 

  



 

11 

２ 交通安全 

   

（１）関連グラフなど 
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11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

6.交通安全

への取組

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 

（前回の数値：3.7） 
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26.1

33.7

21.5

28.7

4.7

10.8

15.0

32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1

9.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪信号が分かりづらい。 

●歩道が少ないところもあり、歩いていて怖いところも沢山あります。分かりにくい信号のところもありま

すし、全ての人が車ではないので、歩行者の安全性がとても低くて住みにくさを感じます。全てを改

善するのは難しいと思いますが、住民の安全性だったり、意識だったり、高めていってほしく思いま

す。車にひかれてからでは遅いので。信号をろくにみてない高齢者ドライバーは沢山います。（女

性・10~20代） 

〇毎年ある一定の場所で交通事故が起きるが、見通しを良くするなど、冬季間は特に何らかの対策が

必要で、もっと注意喚起を促す必要がある。 
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３ 防犯 

 

（１）関連グラフなど 
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3.9
6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：10.0）

7.犯罪防止、

消費者保護

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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26.1

33.7

21.5

28.7

4.7

10.8

15.0

32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1

9.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪美幌町は比較的治安が良く住みやすいと感じる。 

✪治安が良く、気の安らぐ場所がある。 

●警察の取り締まりが異常（女性・50代） 
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４ 公共交通 

 

（１）関連グラフなど 
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3.9
6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：6.4）

15.公共交…
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)
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2.3
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10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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美幌町まちづくりアンケート調査より（R４.９） 

＜食料品等の買い物でよく利用する店舗への移動手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜病院や診療所への移動手段＞ 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜交通手段の絶対的不足＞ 

✪交通機関が充実していない。 

✪電車が全然通らない、JRの本数が少ない。 

✪管外への自動車以外の交通の便が悪い。 

✪車を持っていないと住みづらい。 

     バスの本数が少なく移動が難しい。 

●ＴＡＸが少なくＢＵＳはなく鉄道もなく人の動きがこれでなくなる。ＴＡＸなんてタダで少額でカーシェア

リングは田舎では一番必要！イヌゾリでもいいよ。（無回答・70代以上） 

●買い物・病院などで生活の足がない人が多い。（女性・60代） 

●交通機関に不満があります。JR、バスへの整備に期待します。（男性・50代） 

●交通手段が少ない（男性・40代） 

●交通空白地の解消、足のない人が外に出られる環境を（男性・50代） 

〇通信ネットワークや住むに困らない商業施設はそろっているが、公共交通機関が弱いため自動運転

車などで確保する必要がある 

 

＜免許返納後の交通確保＞ 

     高齢者の移動をサポートしてほしい。 

●高齢者が増えつつあり、免許証の返納が必要になる人達が多いと思いますが、町の中に住む人は

交通の手段には困らないと思います。しかし、農村に住む人にとっては、車がなければ病院に行くに

も買い物に行くにも免許証を返納すると町に出ることが出来ず、早く返納することができません。い

つでも買い物や用を足しに町に出る交通手段を考えてほしいと思います。昔はバスが一日に何便も

走っていました。1 日 1 回でもバスが走り交通が便利になると無理せず免許証の返納が出来ると思

います。（女性・70代以上） 

●地域内での高齢者への足の確保が必要。（男性・60代） 

 

＜高齢者の具体的困りごと＞ 

●重い買い物をした時にバスから降りて家まで歩く時が大変と高齢者の方から聞きました。何か対策は

ありませんか？（女性・50代） 

 

＜バス路線の要望＞ 

✪バスが少ない。 

     美幌峠と市街地をつなぐ移動手段がない。 

●女満別行きのバスがほしい（男性・40代） 

●町外に行く交通機関が少ない、不便（男性・40代） 
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＜バス停の環境整備＞ 

●バス到着まで日陰が全くないので日陰を作って欲しい。（女性・10~20代） 

●バス利用時にバス時刻まで待っていられる(ゆっくり、おちつけて、カフェ的な)場所作り（女性・50代） 

●バスの停留所をもっと商業施設や公共施設内に作ってほしい。冬は施設内で待っていられるように

玄関に隣接した停留所があると年配の方も利用しやすく天候を気にせずに外出が出来るのではな

いかと思います。企業などにも協力してもらうことは出来ないものなのでしょうか。自分が免許を返納

する場合、お店や役場の玄関で降ろしてもらい、帰りは施設内で待っていられるととても助かると思

いました。（男性・60代） 

 

＜空港アクセスの改善＞ 

✪網走と北見の中間で女満別空港へのアクセスが良いところがいいところである。 

●空港から町中までのバス宜しく頼みます。（男性・70代以上） 

●空港から町までのアクセスで、利用できる交通手段が無さすぎて不便。町外からの旅行者などを町

に呼び込むなら、そこは整備した方がいいと思います。（女性・40代） 

●本州や道内から来る人たちのアクセスを充実してほしい。（特に女満別空港からのアクセス）（男性・

60代） 

 

＜タクシー・代替交通手段＞ 

●短い距離のタクシー無料化システム（女性・50代） 

 

＜医療機関へのアクセス＞ 

●北見の病院への送迎(JR，バスは乗り場から病院まで足腰が悪いと歩けない) （女性・30代） 

 

＜交通サービスの質・接客改善＞ 

●昨日独りくらしの人達と 4〜5 人集まった時バスともーびーの話に成り全員がバスは目的地まで時間

がかかりすぎるし、もーびーの 1 人の運転手さんだけですが、こちらからこんにちは。よろしくお願い

します。ありがとうございましたと言っても返事もしてくれずあまり気分が良くないから乗りたくもないか

らどこにも行く気に成れないと言う話に成りました。足腰の悪い人達は毎日家に居るのがあたりまえ

ですか？時々でもお話し相手をしてくれる人を待っているのです。困りごと、お悩み相談もあるようで

すが、予約をしてまで役場、しゃきっとプラザまで行けません。電話でもお話し聞いて頂けるなら嬉し

い。それが皆の願いです。（女性・70代以上） 
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５ 地域の情報化 

（１） 関連グラフなど 

インターネット利用状況についてのアンケート調査より（R７.２） 

＜インターネットの利用状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜インターネットを利用しない理由＞ 

・高齢のため 

・利用料が高い 

・利用する機器がない、必要性が無い 

・インターネットがあっても使えない、操作できない 

・生活上困らない 

・ＰＣやスマホを持っていない 

・病気治療と療養のため１年の大半を他地域に居住 

・子どもに頼んでやってもらえる 

・インターネットがわからない 

 

（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜ホームページ・SNS活用＞ 

・美幌町ホームページの充実：本年 3月に全面リニューアルを行い、各種 SNSの管理運用も広報相談

G に一元化。特にホームページ掲載と LINE 連携を行うことにより町が発信する情報を必要とする方

に届けられるようになった。（広報相談 G） 

＜文書管理システム＞ 

・文書管理体制の整備。成功要因等として、更なる体制整備として文書管理システムの導入を行い、

ファイリングシステムより効率的、効果的な行政運営が図られている。（総務 G） 



 

23 

 

【問 1-(2) 計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜ホームページアクセス数の評価＞ 

・町ホームページへのアクセス件数：過去のアクセス件数は把握できるが、「町ホームページのトップ」

にアクセスした件数と「特定のページ」にアクセスするまでの件数が混在していることと、現在はより少

ないクリック数で当該ページにたどり着けるよう設計されていることから、アクセス件数をどのように評

価するかが難しいです。（広報相談 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

   ＳＮＳの更新が止まっている。 

   若い人は情報が手に入らない。 

〇デジタル媒体を活用した情報収集が、世代を問わず可能になる仕組みづくりが進んでいるとよい。 

〇選択肢が「見える」生活環境になると良い。ICT 技術の進歩により様々なことが便利になる中で、情

報を知っている人と知らない人に分かれてしまう。 

〇便利なことや大切なこと、必要なことが何らかの形で「見える」ようにならないか。Web ページなどデジ

タル媒体に限らずコミュニティの場での情報交換がいつでもどこでも出来るような状況は作れないか。 

〇デジタル技術や AI の進展により、これまで以上に効率的に学び、働き、挑戦できるようになり、少人

数でも多様な分野で成果を生み出せる環境が整うことが期待される。 

〇生活のデジタル化が進んでいき、都会と同水準の暮らしや、便利さがある町になり、デジタルの力で

行政・医療・買い物を町内で完結できるような安心して便利に暮らせる町になっているとよい。 
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６ 防災 

 

（１）関連グラフなど 
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15.3

3.9
6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：15.5）

4.防災への

取組

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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26.1

33.7

21.5

28.7

4.7

10.8

15.0

32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1

9.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【問 1-(2) 計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜個別避難計画の作成＞ 

・個別避難計画作成。令和６年度に２地区で作成しましたが、その他の地区については未作成となっ

ています。要因としては対象となる災害弱者の人数の多さや調査方法などで課題があり全地区の作

成には至っていません。（危機対策） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪自然災害が少ないところが良いところである。 

   災害リスクは低い。 

●災害が起きて被災した場合の備蓄や備品の種類や数を明確に知りたい。（女性・40代） 

〇近年の気候変動を考慮し、局地的な大雨による洪水対策にも力を入れて、雨水を効率的に排出で

きるインフラが整備されている 

〇IoT や AI 技術を活用して、気象情報や地震の揺れを即座に感知し、住民に警報を送信するシステ

ムが構築されていると良い 

〇避難所運営システムの導入により、マイナンバーカードと連動した避難者管理、避難所の収容人数

や空き状況、必要物資の管理が容易にできていると良い 

〇美幌町は災害が少ない町だが、災害に対する強い抵抗力を持ち、住民が安心して暮らせる町にな

ることが理想 

 

  



 

28 

７ 消防・救急 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：12.7）

5.消防・救急

の体制

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜全般的な成果＞ 

・全ての政策において、期待通り又は一定程度以上の成果が上がった。（広域事務組合 消防本部、

美幌消防署） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

〇消防署でも器具が古く、筋力・体力を使う仕事なので充実させて欲しい。現状器具員がないので近

隣の市町村に移動しジムに通っている人が多い。 

 

  



 

30 

８ 自衛隊美幌駐屯地 

（１）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜美幌駐屯地部隊の充実整備＞ 

・美幌駐屯地部隊の充実整備。地域の自衛隊協力団体との協力、連携により、改編された第６即応機

動連隊について大幅な縮減を回避し一定程度の人的基盤の充足が図られたと認識しています。

（危機対策） 
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９ 国内外交流 

（１）関連グラフなど 
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜国際交流の推進＞ 

・国際交流の推進のうち②「友好姉妹都市を中心とした地域間交流活動の充実」について、高校生の

短期交換留学について、これまでは美幌高校の生徒に限定して実施していたものを町外高校へ通

学する高校生へも対象を拡大したことで、友好姉妹都市交流にかかわる人材が拡大し、交流の推進

ができた。（町民活動 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜国際交流ボランティアの登録充実＞ 

・国際交流の推進のうち、①「国際交流に関わるボランティア登録の充実」について、新型コロナの流

行により、交流事業が数年間停止したことにより、それまでの関係者の高齢化や町内国際交流団体

の活動の停止により充実を図ることが困難となった。（町民活動 G） 

 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●海外の方が増えててとても怖いです。廃品回収だか何だか知らないけどしょっちゅう町中をフラフラ

してるし過積載の明らかに危ないトラックが走ってたり、コンビニの前でお酒を飲んでる人、お店で話

しかけられた事もあります。外国人が増えて良い事あります？治安悪化しませんか？犯罪が起きて

からでは遅いと思いませんか？外国人に甘くしないで良いです。日本のルールを守れる人だけウェ

ルカムです。守れない人には厳しくして下さい。町民の安全を守って下さい。（女性・40代） 

〇町外から移住する住民が増えて、多文化的な交流がより増えると良い 
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10 人権・男女共同参画 

 

（１）現計画の検証 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜審議会等委員の女性登用率＞ 

・審議会等委員の女性登用率：現行計画の後期目標数値には届かないです。男女問わず就労年齢

が伸びていることや委員の担い手不足など要因は様々あると考えています。（広報相談 G） 

 

（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●男女雇用均等法か施行されて 40 年も経過しているのに、雇用格差が当たり前のようにあり、それで

いいと思っている女性が沢山いる。まずは女性の意識から変えていく必要がある。女性が活躍する

町こそ理想的な町だと考えます。 

〇女性活躍の環境整備が必要。育休制度の充実や女性の管理職登用など具体的な策を講じる前に、

結婚や出産は女性にとって人生の大きな転機ではあるものの、仕事を行っていくうえでは職を失うま

での大きなことではないという意識付けが必要。その意識付けのためには、まず自治体が率先して

推進していかなければならない。 
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11 住民自治・コミュニティ 

 

（１）関連グラフなど 
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12.6

8.5
15.3
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6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：4.3）

34.地域の活動、

行事

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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33.1
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25.6

39.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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31.8

29.2

24.5

11.8

26.0

18.4

35.5

20.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

恵まれた自然

心身の健康

快適で便利な暮らし

充実した衣食住

収入や資産の多さ

働くことの喜びや社会活動への参加

時間的なゆとり

充実した余暇や趣味、教養

円満な家庭、家族の団らん

友人や地域での恵まれた人間関係

【問5】「豊かさ」とはなんですか(3つまで選択/620人)

36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害時や困ったときに助け合える関係

子どもから高齢者まで安心して暮らせる環境

行事や趣味などを通じて楽しくつながれる機会

子育て世帯を支えるしくみ

若い世代や新しい住民も参加しやすい雰囲気

多世代の交流の機会

地域の居場所やコミュニティスペース

地域の情報や支援がわかりやすく届く仕組み

デジタルも活用した新しいかたちのつながり

【問8】これからの地域コミュニティのイメージの重要度について

重要 やや重要 普通 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

災害時や困ったときに助け合える関係

子どもから高齢者まで安心して暮らせる環境

行事や趣味などを通じて楽しくつながれる機会

子育て世帯を支えるしくみ

若い世代や新しい住民も参加しやすい雰囲気

多世代の交流の機会

地域の居場所やコミュニティスペース

地域の情報や支援がわかりやすく届く仕組み

デジタルも活用した新しいかたちのつながり

【問9】今後の地域コミュニティで特に重要と思うもの(3つまで選択/620人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜自治会・町内会の運営危機＞ 

●この自治会だけでは無いと思いますが自治会三役 会長・会計・総務のなり手がおりません。私は総

務を 30年つづけて来ましたが今後自治会の継続が難しくなっております。（男性・70代以上） 

●町づくり、地域コミュニティの基盤に町内会活動がありますが、高齢者が主体となり役員不足や活動

の衰退が見られます。町内会組織の見直しと現役世代が関わりやすい町づくりに切り替えていく必

要があります。（男性・60代） 

●自治会の消滅している事例(美園)に対し、行政側として何の対策も無い様に思うが、このままでは第

二、第三の自治会が発生する恐れがある。つまりは自治会体制の崩壊により地域コミュニティそのも

のの崩壊に至る事になりかねず、行政としての具体的対応を望むものである。未加入者に対しての

対応を差別化する(広報配布は自治会で行なっているが、未加入者へは行政で実施する等も必要

か…一時期ながら) ※自治会の消失又はマンション入居者の一部未加入等々の状態は「蟻の一穴」

になる事を行政職員として危機感を持って欲しいと願うもの。（男性・70代以上） 

●高齢化に伴い、自治会の解散が多くなっているように感じる。それに対して町の方では特に働きかけ

を行わないのか。自治会での集まりや交流が無くなったことによる自宅での孤独死もあったようだが、

地域交流の自治会がなくなったら町は何もしないのか（女性・10~20代） 

 

＜自治会活動の活性化・改善＞ 

   花火や神社のおまつり、町の大きなイベントに参加者として参加することはあるが、まちづくりの活動

へ活動する側としての参加はほとんどできていない。 

   町内会は入っているけど参加はできていない、情報がまわってこない。 

●自治会活動の活性化(現在住んでいる地域に越してきた時、あいさつにまわった際、班長は教えても

らったものの、自治会長が誰なのか教えてくれず「本当に自治会入りたいのですか？」と言われた始

末。自治会費の用途が不明で昔のような盆おどりなどの目に見えた活動がなくなっているのも残念

です) （女性・40代） 

●地域のお祭りの復活。(自治会ごと) （女性・40代） 

 

＜ボランティア活動・地域活動＞ 

●以前の美幌町はボランティア活動が充実し、高齢者が困っている事に対する対応が比較的迅速で

あったと思いますが、ボランティア活動に参加する人の数が減少している事を危惧しています。（男

性・60代） 

●コロナの関係でいろいろな会合が出来ない事が多々ありました。今後は、美幌の町を良くするために

活動を増やしていってほしいと思います。（女性・60代） 

 

＜世代間交流・地域交流＞ 
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✪町民が親切で譲り合いがあるところがよい。 

✪みんな優しく協力している。 

✪人が優しいところがよい。 

     イベントが多く、交流の機会も豊富。 

   町内会は入っていて忘年会には参加している、こどもも行っていてビンゴなどを楽しんでいる。 

   まちのスポーツクラブに入っている、地域貢献や世代間交流ができているという自負がある。 

●若者はお年寄りをお年寄りは若者を尊敬できるようになったら毎日がとても楽しく美幌の町も活気が

出てくると思います。（女性・60代） 

〇地域の方々が日頃から交流できる地域コミュニティを改めて見直し、住み慣れた地域で安心して過

ごすことができるまちを目指す。 

〇コミュニティの場は広義として捉え、学校や家族、友人、隣近所、職場の同僚、SNS 上のお付き合い

もそれとし、「この人にはこの情報が喜びそうだ」という観点を常に持ち合い、お互いがお互いを豊か

に出来るようなまちになりたい。 

 

＜孤立防止・居場所づくり＞ 

●一人暮らしの人をほうっておかない居場所作りが大事（女性・70代以上） 

 

＜リーダーシップ・その他＞ 

●自治会等、街づくりに住民の力を利用出来る信念を持ったリーダーの育成。名誉職で各組織のリー

ダーを選ばない等、実現は人なり！（男性・70代以上） 

●婚活支援事業を行ってほしい（女性・40代） 
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12 住民参加・協働 

 

（１）関連グラフなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1
6.9
8.2

19.0
11.5

3.9
9.5

24.4
17.3
19.5

3.9
5.6

8.5
5.0

11.1
24.8

4.5
31.9

25.3
27.1

8.7
8.5

1.5
21.3

4.0
6.6

9.0
19.4

2.9
10.3
12.6

8.5
15.3

3.9
6.0
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：4.9）

36.まちづくりへ

の参加機会

0
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-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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15.8

4.2

16.3
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

     まちづくりにおいて年配者の意見が強く、若い世代の声が交わりにくい。 

●いろいろな事が行われているようですが、うまく成り立っていなかったり、同じ顔ぶれの方ばかりにな

っているように思っています。また、他町村からの参加者がほとんどだったり、町民がそれぞれ主役と

なれるようなコミュニティだったり、地域や施設運営のリーダーが育っていけるような町のサポートが

必要だと思います。（女性・50代） 

●東川町のクリスマスマーケットに感銘を受けました。町内の出店者は、商店街に並ぶ店たちだけでな

く、町の産業の代表ともいえる家具メーカーも展示会さながらの出店でした。また、小学校の授業で

描いたのか、クリスマスの絵が飾られてあるなど、町民が一丸となって町を盛り上げているようでした。

町おこしに立ち上がる町民と、それを支える町のサポートのバランスが町の魅力に繋がると思いまし

た。（女性・30代） 

●ボランティア活動を通して色々な世代の交流ができる場の提供(町でボランティア活動が一部あるの

は知っているが、活動内容の充実化と参加しやすい情報提供、親子で参加できるものなど…) （女

性・40代） 

●官民が一体となって地域を盛り上げる事業。（男性・50代） 

 

  



 

44 

13 行財政運営 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：11.8）

37.役場の

窓口、

サービス
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜安定的な財政運営＞ 

・総合計画の計画期間途中で財政運営計画が第 3 期となったが、第 2 期及び第 3 期ともに各部局の

理解のもと概ね財政運営計画に沿った安定的な財政運営を行えている。（財務 G） 

＜役場庁舎の建て替え等＞ 

・役場庁舎、消防庁舎の建て替え、旧食肉センター敷地（建物付）の売買、旧ゆうあいセンター解体除

却、旧美英福祉寮解体除却（契約財産 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜職員の接客・態度の問題＞ 

●住みやすさを感じられる事も大事ですが、まずは役場の方の対応が一番気になるので、役場全体で

改善してほしいです。（女性・30代） 

●役場の評判悪いですよ。知ってますか？（女性・60代） 

 

＜窓口対応の改善要望＞ 

●役場の窓口がわかりにくい。直接用事のある窓口へ行けば待ち時間が不明になる。対応も昔と違っ

てハッキリしてない気がする。昔の方がよかった。（女性・50代） 

●目的別ではなく、全ての情報を統括する場、部署などがあればもっと周知して欲しいです。何か必要

なこと、相談する際にタライ回しにされることなく、まずそこへ行けばスムーズに必要な情報が得られ

る、そこへ行けば大丈夫!!な施設や窓口があれば知りたい。情報を集約する場。（男性・60代） 

＜肯定的な意見＞ 

●ほどよい田舎なので生活しやすい分役場も親切で助かります。（女性・30代） 

●マイナンバーも役場の手違いで使えなくなっていた。そういう事例について問題に挙げ対策している

のか。町民にはわからないし、知る方法があるんでしょうか？（女性・30代） 

 

＜議会・議員への批判＞ 

●町役員、議員数が人口のわりに多すぎること（女性・70代以上） 

●人口に対して町議が多すぎる。税金の無駄遣い。お金に困っている人の声を聞いて欲しい。（無回

答・50代） 

●町議の数が町の規模に比べ多すぎる。町議の仕事が見えない。（女性・40代） 

4. 税金の使い方・財政への批判 

●みどりの村、キャンプ場にお金をかけ過ぎだし、今更遅い！小中一貫校ではなく、小学校 1 校中学

校 1 校にすべき！お金＝税金の使い方がおかしい！税金を下げてほしい！単身世帯にも支援金

が必要！町議を減らす。図書館を新しく！（女性・40代） 

●税金使って環境変えているのかわからないけど何がどう変わったかわからない。道路に飛び出して
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いる枝とかで車がぶつかるけど傷付いたら弁償してくれるのか？役場の人間が思っているほど町民

は生活苦なんですよね。（男性・40代） 

 

＜住民参加＞ 

●美幌町民まちづくりのアンケートの質問が多すぎる。もっと具体的な質問をしたほうがいいと思った。

（男性・10~20代） 

●このアンケートに本気度が感じられません。100問もの質問はアンケートを集める気がない。質問も漠

然としており具体性がありません。アンケートを実施したという実績づくりに人件費をかけていることな

ど合理性のない施策 1つ 1つが未来を閉ざしていると思います（男性・40代） 

●パブリックコメントの実施方法が部署により異なっているため、町民説明会を開催し内容を周知したう

えで意見と求める形式に統一すべきだと考えます。（男性・60代） 

 

＜計画・政策立案への批判＞ 

●少子化が進んでいる中で、それを前提とした質問事項がない。現実を認識すれば、マイナス思考に

ついても考え方を問うべき。現在の総合計画期間における、人口・世帯・年齢構成等の現状を示し

た上で質問すべき。（男性・60代） 

 

＜リーダーシップ・町政運営＞ 

●町長が変わること。（男性・50代） 

●もう少しいろいろな所を見て悪い所を少しでも直さないと町はほろびて行くばかりだ（男性・70 代以上） 

 

＜まちづくりの方向性・戦略＞ 

●特化型の街づくり（高齢者特化、子育て特化、農業特化など街としてどの分野に力を入れるか）（男

性・30代） 

●町外の事業の取り組みが必要（男性・70代以上） 

 

＜支援制度＞ 

●子育て世帯ばかりが優遇されていると思うので皆平等に暮らせる町づくりや高齢者の困っている人

達も安心して暮らせるようにしたらよいと思います（女性・40代） 

●住宅のリフォーム助成について。一回きりではなく再度使えるようにしていただきましたことありがとう

ございました。一度助成していただいたのですが、機会がありましたらよろしくお願いします。（女性・

50代） 

 

＜生活支援・物価対策＞ 

●最近暑くなっているのでマンションや戸建てに国からのエアコンを提供してほしい。(熱中症対策) 物

価高対策は他と違って町ではあまりやってない印象を受けるので対策があれば良い。（女性・10~20

代） 

 

＜財源確保・収入増加策＞ 
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●ふるさと納税の積極的な取り組み。（男性・50代） 

〇今のままでは、国や研究機関が示しているとおりの人口減少が進んでいくことは明らか。財政破綻を

起こさせないように歳出の改革は必須だが、今以上の歳入確保が必要である。 
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14 広報・広聴 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：5.0）

35.役場からの

情報提供
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●企業誘致や働く場所の提供、住居インフラ支援など、議論はしていると思うが、誰も動いていないの

かと感じる位情報が伝わってこない。（男性・50代） 

●町外へアピールをもっとしてほしい。美幌町を道内中に広めてほしい。(小清水町はＦＭラジオでアピ

ール番組を持っています) （女性・60代） 

●自治会では班長が毎月の広報を配らなくてはいけないが役場で配布を新聞社等に頼めないのです

か。70、90 代の高齢者が増えていますが配布途中で何かあった場合は誰が責任をとってもらえるの

か？早急の対策をお願いしたい。（女性・40代） 

●町議会のユーチューブ配信は非常に良い取り組みと思いますが、議案が公表されていないためな

にを議論しているか不明なときが多々ありますので是非公表して頂きたいと思います（男性・60代） 

●高齢者(単身だったり高齢者のみ)の住宅だったり、身体等障害をもっている方々(単身だったりその

家族)の住宅へ行って声をかけたり、不便はないかとかもう少し当人達の声をひろったりしてほしい。

（女性・10~20代） 

●子育て世帯も大切だが、年寄りはどうなるの？色々な情報にしても、携帯の時代、年寄りは携帯から

の情報を見るのは難しい。操作できない。そういう人の事も考えてほしい。年老の事も考えてほしい。

（女性・70代以上） 

〇町の魅力 PR→インスタグラム等、その時の流行に合った SNS の公式アカウントを開設して魅力発信

をする 
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15 広域行政 

（１）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●空港・港湾・国道等物流の要だったしこれからもなれると思う。コンパクトシティ構想も大切。動線は往

復ではなく循環を目指した方が良いと思う。（男性・50代） 
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16 環境保全 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：9.3）
（前回の数値：12.1）

1.自然環境

の保護

2.環境問題

への取組
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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恵まれた自然

心身の健康

快適で便利な暮らし

充実した衣食住

収入や資産の多さ

働くことの喜びや社会活動への参加

時間的なゆとり

充実した余暇や趣味、教養

円満な家庭、家族の団らん

友人や地域での恵まれた人間関係

【問5】「豊かさ」とはなんですか(3つまで選択/620人)

36.5

46.1
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20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜環境共生に向けた総合的な取り組み＞ 

・環境共生に向けた総合的な取り組み：地球温暖化対策実行計画を策定し、ゼロカーボンシティの実

現に向けた目標や施策の整理を行いました。（環境衛生 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●グリーンインフラを取り入れた街づくりを先駆的に推進すると時代に先駆けた街としてモデルになりま

す。（男性・60代） 

〇豊かな自然を後世に残すため生物多様性地域戦略を策定し、自然共生サイトの登録を促進してほ

しい。 

〇ネイチャーポジティブにも積極的に取り組み、環境保護を推進してほしい。これらの取り組みは、企

業や投資家たちの ESG投資を町に呼び込むことができる。 

〇自然環境に恵まれているため、観光や娯楽にその特性を最大限活用されるまち。 
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17 環境美化 

 

（１）関連グラフなど 
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1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：8.6）

3.景観の

保全、

向上

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪自然が豊かで絶景スポットがある。 

✪美幌峠の景色が素晴らしい。 

✪空気がきれい 

●犬猫の保護活動に関心を持っていただければむやみやたらにエサをやらずにふやさずにいけるの

でしょうが。（女性・60代） 

●野良猫もとても多いです。北見市は前から網走市では新しく、ＴＮＲ活動を支援していますが美幌町

では全く何もしていません。少しはそういう事にも目を向けてほしいです。（女性・50代） 

●野良猫の避妊手術 補助金や保護（女性・50代） 

●植え込みの草刈りを年 1 回じゃなく度々やって綺麗にして欲しい。犬のフン等もあって不衛生です。

（女性・70代以上） 

●花が沢山咲いている美幌町 良いと思います。（女性・70代以上） 

●近くの公園、使用されていない保育所の柵のサビや雑草など。最近はきつねがうろついて困ります。

庭にもフンを残しています。きれいなまちづくりにするため、何かいい対策がありましたらお願いいた

します。我が家ではボランティア袋が大いに役立っています。感謝します。（女性・70代以上） 

●道を歩いているとゴミがかなり落ちているので、せっかくの自然が台無しだと思う。1か月 1回ゴミ拾い

をした方がよいと思う。（女性・50代） 

●花の手入れ、清掃活動をして 30 年になります。本町の緑化推進事業で毎年 11 月頃に花苗の希望

書を提出、次の年の 5 月頃(花苗の生育状況等により前後)に申込者が行く苗センタ―まで受け取り

に行かなければなりません。高齢になり免許返納も考える年となりました。花の苗を役場で運んでく

れたらまだ清掃活動は続けられると思っています。また、ボランティア袋も自宅まで届けてくれる事を

お願いしたいです。（女性・70代以上） 

●きれいな町を目指すためのポイ捨てに対する施策。歩きたばこの禁止(公共施設に喫煙場所の設

置) （男性・60代） 

〇街並み・施設等がすっきりと洗練されたデザインになっているとよい。(写真映えするようなスポットが

あるといい) 

〇キレイに整備された町並みになっているとよい。 
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18 ごみ処理・リサイクル 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：16.2）

8.ごみ収集、

リサイクル
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜ごみ処理体制の充実＞ 

・ごみ処理体制の充実：第Ⅳ期埋立処分場の整備に着手するとともに、中間処理施設の建設候補地

を美幌町に決定しました。（環境衛生 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●ごみ問題(カラス等)環境を悪化しているかなと思います。（女性・30代） 

●市街地に比べ郊外の地域は一般ごみ及び資源ごみの収集が少なく、また、地域によっては資源ご

みを家の前ではなく一か所に集積する必要がある為、高齢者にとっては運搬ができない家庭がある。

同様の税金を納めているのに公平に行政が行き届いていないと感じる（男性・40代） 

●ゴミ収集日は１週間に１回にしてほしいです。冬は厳しいなら、せめて夏だけでも２週間に１回はゴミ

がたまりすぎて臭いもすごくなりますし、ごみ収集箱に入りきらない事もあります。（女性・30代） 

●ゴミの収集回数が市街地でも資源ごみが月 1 回、一般ごみが週 1 回の収集は他地域に比べても少

ないです。以前住んでいた地域は人口 6千人ほどの村でしたが、資源ごみ週 1回、一般ごみは週 2

回の収集を行ってくれ、住みやすさにつながっていました。（女性・40代） 

●ゴミの収集日が少ない。（無回答・50代） 

●ごみ回収の回数を増やしてほしい。同じ税金払っているのは農村、町から離れている場所で上り回

数が少ないのはなぜですか？！！！（女性・30代） 

●ゴミの収集が週に 1回だと少ないと思う(夏は特に臭いがキツイ)→プラ、資源ごみも週１でまわって欲

しい（女性・30代） 

●資源ごみ。回収が月１回から２回になるとありがたいです。（女性・50代） 

●資源ごみ、プラごみの回収をふやしてほしい。（女性・40代） 

●5㎏の有料ゴミ袋があれば良いと思う。（女性・60代） 

●ゴミ捨て場の確保（女性・50代） 

●ゴミの収集の回数を増やしてほしい。プラゴミ週 1 回。埋めたてじゃなく、ゴミの焼却施設が早くでき

ればと思う。（男性・40代） 

●ごみ処理候補地を地域住民に連絡無く決定した事に不満（男性・40代） 

●ゴミ処理関係が本当に不便です。（男性・60代） 

●夏場だけでも、ごみ収集日を増やしてほしい。（女性・30代） 

●ゴミの収集日を増やしてほしい。ごみ収集日のホームページの記載が分かりにくい。稲美でも全てが

農村地区ではないです。ホームページを見てゴミ出しをして間違っている方がいます。（女性・30代） 

●資源ゴミやプラゴミの日を増やして欲しい。夏場や置き場所（保管場所）に困ります。（女性・50代） 

●ゴミ回収の頻度を増やしてほしいです。ステーション制度ではないため、回収に時間がかかり、結果

的に現在の頻度になっているかと思いますが、保管場所の確保等で生活に大きな影響があります。

（男性・40代） 
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●ゴミ収集の頻度を増やして欲しい。収集回数が少ないから、出せる時に出してしまおうという考えに

なって、分別が進まないのではないか。各戸収集ではなく、ゴミステーションを整備して集約するなど、

検討して欲しい。（男性・40代） 

●資源ごみの収集日が月 1では少ない。（女性・40代） 

〇鹿児島県大崎町のような資源循環型社会の構築できると良い。大崎町ではゴミのリサイクルによって

資金を得ている。 
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19 保健 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：8.4）

17.健康づ

くり、病気
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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働くことの喜びや社会活動への参加

時間的なゆとり

充実した余暇や趣味、教養

円満な家庭、家族の団らん

友人や地域での恵まれた人間関係

【問5】「豊かさ」とはなんですか(3つまで選択/620人)
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自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜安定的な運用＞ 

・平成 30 年度から国保の都道府県単位化により、北海道が財政運営の責任主体となり、制度の安定

的な運営に向け、道と町のそれぞれの役割を担い、安定的な財政運営や効率的な事業の確保に努

め、広域連合による運営である後期高齢者医療については、被保険者の資格管理、適正な保険料

の賦課徴収による収納確保に努め、安定的な運用をしてきております。（医療給付 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜医療費の増加＞ 

・健診の周知や重要性を町民に伝えることで、特定健康診査の受診率向上には、一定の効果があっ

たものの、一人当たりに係る医療費については、増加傾向にあり、今後も医療費抑制に努める必要

があります。（医療給付 G） 
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20 医療 

 

（１）関連グラフなど 
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1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：32.2）

（前回の数値：39.6）

18.医療環境

19.国保病院

の充実

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 



 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.2
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42.1

14.5

5.3

33.1

15.7

17.6

49.7

25.6

39.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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11.8

26.0
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

恵まれた自然

心身の健康

快適で便利な暮らし

充実した衣食住

収入や資産の多さ

働くことの喜びや社会活動への参加

時間的なゆとり

充実した余暇や趣味、教養

円満な家庭、家族の団らん

友人や地域での恵まれた人間関係

【問5】「豊かさ」とはなんですか(3つまで選択/620人)

36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜医療の充実＞ 

・医療機器の充実（眼科における白内障手術の取組（R6.9 月～））。これまでは、主に北見市内の病

（医）院での手術対応のため、町外に出向くことを余儀なくされましたが、国保病院に白内障手術機

器を整備したことで町内で完結することができました。この他、手術は１泊２日の入院で実施するため、

医療収益（眼科入院）前年度比 11,242千円増と病院経営にもプラス効果をもたらしています。（国保

病院） 

・脳神経外科の開設。モノ忘れ外来を開設したことにより、町外に足を運ぶ必要が無くなり、特に高齢

者などは安心な病院受診につながっています。（国保病院） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜施設・設備更新＞ 

・近年の物価高騰や最新の医療機器の導入等のため、施設・設備更新が後回しとなっている。（国保

病院） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜診療科の不足・新設要望＞ 

✪耳鼻科などの専門医がいない。 

   小さなこどものいる家庭にとって、産科がないとか不便を感じている。 

●美幌町に耳鼻咽喉科の病院をお願いいたします。（女性・70代以上） 

●美幌に産婦人科がないことは問題点だと考えます。高齢化にともない大きな病院が国保のみでは大

規模災害時に対応できないと思う。（男性・30代） 

●子どものためにも、小児科や産科の病院が有るともっと良い（女性・30代） 

●国保病院に耳鼻科ができるとありがたいです。（女性・50代） 

●国保病院に産婦人科宜しく頼みます。（男性・70代以上） 

●国保病院の科が減っていくのはなんとかしてほしい。北見行くのも大変になってしまう人もいる。（女

性・30代） 

 

＜診療時間・利便性の改善＞ 

●病院の診察時間がもう少し長くしてほしい。子供が学校から帰って病院行く場合病院がやっていなく

北見に連れて行かなくてはならない。（女性・30代） 

●病院(特に小児科)が早くしまってしまい不便 夕方まで延長してほしい。（男性・40代） 

●前段の通り、まず国保病院を中心とした医療環境の整備が今後のまちづくりの最重要課題であると

思う。特に子育て世代において、美幌町の小児科の数が少なく、診察時間も短いのでとても不便。

仕事終わりに病院に連れて行く事が出来ない。結局町外の病院に罹るしかない。これが人口減少
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理由の一つだと思う。（男性・30代） 

●老後を考えると、美幌町内よりもっと医療が充実した都市への移住も選択していきたくなる。町内の

病院では対応していない耳鼻科など入院するなら日赤や厚生の方が安心できる。小児科も土日や

17 時以降も対応していないと働きながらの通院は辛い。若い世代を取り込みたいのであれば安心し

て子育てできるようにしてほしい。女満別の方が充実しているからそっちに住む!など今もいますよ。

美幌だからこんなに育てやすい手厚い補助など目玉な政策があると良いと思う。（女性・30代） 

 

＜医療の質・体制の問題＞ 

●病院や医師の充実を願う。(現状は不安で診療科がそろってなかったり、良い医者が少ないと思う) 

（女性・60代） 

●多くの病気に対応できる医療態勢づくり（男性・70代以上） 

●看護師の減少は、美幌町の医療維持の為には喫緊の課題だと考えています。（男性・60代） 

●姪が緑の苑に勤めています。スタッフが少ないのか内情を聞くと明らかにブラック企業です。医療従

事者が働きやすい環境を確保する為、内部調査も必要なのでは。（女性・50代） 

〇町立病院・個人病院の充実と維持、町内で医療環境が整っていると良い。 

〇町民の高齢化による影響で、町内病院の入院患者数の増加による病床不足を避けるため、訪問看

護や在宅医療を容易に利用できる環境が整っていると良い。 

〇国保病院の医師、看護師を確保し、3 次医療機関へ行かなくても、町内で疾患が完結されれば良い。 

〇３次医療機関への空路・通院も大変なので、在宅医療に力を入れ、「看取り」を成していいのではな

いか。 

〇医師、看護師、訪問看護への負担は大きくなるが、老人介護施設等の誘致活動。 

〇医療体制の充実(医師・病院設備の強化・充実)、子育て支援の充実。 

〇町民の高齢化による影響で、町内病院の入院患者数の増加による病床不足を避けるため、訪問看

護や在宅医療を容易に利用できる環境が整っていると良い。 

 

＜町外医療機関への依存＞ 

●医療が北見、網走に行かなければいけないという事が多く、残念です。（女性・60代） 

5. 病院サービス・待遇の改善 

●病院等の待合室の充実を、新患なのかそうではないのかが一目で分かるようにして欲しい。（女性・

10~20代） 

●国保病院 老人が熱が高いのに 2時間も放置、ベッドが空いているのに休ませて欲しい（女性・70代

以上） 

 

＜医療費負担・支援制度＞ 

   医療費が高校生まで無料というのは大変ありがたい。 

●加齢変性黄斑症という目の病気になりました。2,3 カ月に 1 回 5 万円近くの注射を打っています。保

険も高額医療も引っかからず困っています。子供たちのように無料まではならないまでも負担が少な

い町になってくれれば将来安心して暮らしていけると思います。（男性・50代）  
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21 地域福祉 

 

（１）関連グラフなど 
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4.0
6.6
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19.4

2.9
10.3
12.6

8.5
15.3

3.9
6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：9.3）

22.地域福祉

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)

26.1

33.7

21.5

28.7

4.7
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32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1
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1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜ボランティアの人数増加＞ 

・ボランティアの人数増加（R4年 144名→R7年 231名）：ボランティアセンター（社協）への継続支援。

（民生障がい福祉 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●福祉施設の充実や障碍者の働ける場所、安心して居住できる施設、老人の安心してくらせる条件の

よい施設等、福祉関係を充実してほしい。（女性・60代） 

〇地域住民による支え合いや従来の福祉サービスに加え、AI など先進技術を積極的に活用した見守

り体制の構築が求められる。 
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22 子育て支援 

 

（１）関連グラフなど 
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4.0
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：25.2）

16.子育て支援
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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「子ども･子育て支援事業計画」策定のためのアンケート調査より（R6.９）※保護者が回答 

 

67.1

68.2

8.1

38.9

23.5

6.8

8.2

29.0

13.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

災害時や困ったときに助け合える関係

子どもから高齢者まで安心して暮らせる環境

行事や趣味などを通じて楽しくつながれる機会

子育て世帯を支えるしくみ

若い世代や新しい住民も参加しやすい雰囲気

多世代の交流の機会

地域の居場所やコミュニティスペース

地域の情報や支援がわかりやすく届く仕組み

デジタルも活用した新しいかたちのつながり

【問9】今後の地域コミュニティで特に重要と思うもの(3つまで選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜子育て世代への支援＞ 

・保育料軽減など子育て世代への支援。令和７年度から第２子以降の完全無償化や幼稚園等給食費

補助金の補助単価や認可外保育所利用者補助金の補助単価を増額するなど、子育て世代の負担

軽減を実施した。（児童支援 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜子育て支援体制の構築＞ 

・子育てサポートボランティアの人材養成、虐待防止支援体制の充実について、人員不足が課題。

（児童支援 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜子どもの遊び場・居場所＞ 

     こどもの遊び場がない。 

     子どもの居場所が欲しい。 

     公園や図書館が古い。 

●室内で遊べる場所を増やしてほしいです。小学生の通学等にランドセルの背中につけるアイス(クー

リング)等あってもいいと思います。暑い中汗が凄いので。それがあったら子どもたちも嬉しいと思い

ます。（女性・30代） 

●小学生の放課後、休日、子供達がくつろげる場所があると良い(休日も働いている親もおり、親も疲

れ切ってる) 観光に投資 6〜７億かけると言う話も聞いているが子育てしやすい、働きやすい、安心

して美幌に住める(シングルの親等、急病になったら子供達はどうなる？)美幌町は子育てしやすいと

イメージがあったら人口も減らないだろうし、若い移住者も増えるのではと思います（女性・70 代以上） 

●子供が室内で安全に遊べる所を何ヶ所か増えれば良い。（女性・40代） 

●児童センターの場所をもう少し中心部にしてもらえると、みんな利用しやすいと思う。町民会館を、も

っと子供たちが気軽に利用できるような場所にしてほしい(机、イスが少なくて、休む場所がなくて帰

ってしまう人もいる) （女性・30代） 

●子供が遊べるところがほしい。公園の遊具が小さい子用なので。みどりの村を活用して公園を作って

いただけたらと思います、（女性・40代） 

●小さい子が遊べる所は充実していますが、小学校高学年が室内で遊べるような所をつくってほしい

です。公園は沢山ありますが、大きい遊具もなく、すぐあきてしまいます。（女性・30代） 

 

＜子育て支援制度・補助＞ 

●子育て支援を他の町より充実させないと若い世代は住みません。オホーツクで 1 番子育てしやすい

町にしてほしいです。（男性・40代） 
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●子育て支援（出産祝い金や家を建てたらお祝い金、第１子から保育料無償化、オムツ補助金、幼稚

園・保育園の合同説明会(今は日にちもバラバラで個で申し込みが必要) （女性・40代） 

●子育て世帯の支援を充実して良い循環ができれば町全体が若返り活気のある町になると思う。（男

性・40代） 

●子育てしやすい町になり子どもが増えて欲しい（女性・50代） 

〇経済的、仕事的な懸念から出産・子育てに対して消極的になることがないような環境であってほしい。 

〇子育てしやすい環境や手当等を充実することにより少子化を防げればよい。 

〇これからの若い世代が安心して子育てしやすい教育環境が整っているとよい。 

〇子どもたちが成人するまで、お金がかからない環境が整っているとよい。 

〇若年層、子育て世代への支援の充実強化。「住環境・生活支援の充実」「子育て支援の強化」「働き

方・雇用支援」「教育・キャリア形成支援」「地域とのつながりづくり」などの強化を図る。 

 

＜子育て環境への全般的な評価・期待＞ 

   小さなこどものいる家庭にとって、産科がないとか、こども服屋が閉店したとか不便を感じている。 

   アミューズメント施設やゲームセンター、ショッピングセンターもないことからこどもを中心に居場所が

なかなかないと感じている。 

●高齢化が進む時代の中、少し子育てしにくい環境です。支援センター等は充実していて良いです。

（女性・30代） 

●やはり他の市町村同様に高齢の方が増えて来ると思われます。若い人達が、住みよい町、子育てに

充実した環境や支援等をアピール出来る町作りが必要かと思います。それは、高齢者も同じかと思

います。（女性・60代） 

〇子どもたちが健康的に育ち、日常生活や学校生活を当たり前に楽しめる町であってほしい。 

〇子どもたちが愛される町であってほしい。 

〇近隣と比較して子育て環境が群を抜いていることを目指す。北見市から通勤している多くの人たちを

美幌町へ移住していただく(雨天でも遊べる屋内の遊び場、高校・大学進学への支援、金銭的にス

ポーツ・芸術活動ができない子への支援、母子・父子家庭への子ども見守り等の支援)。 

 

＜支援センター・相談体制の問題＞ 

●支援センターのあずかりはすごく助かる。保育所は年齢制度が厳しいのでは。1 才、1 才半(4 月で)

では途中から入所できなくて困るし、町のやってる保育所の意味がないのでは？(1 才になった時に

働きたくても預けられない)だから人も集まらないのではないか。検診などで栄養士は悩みについて

教科書通りのわかりきっていることは教えてくれるが、なかなか個性に合った方法については教えて

くれないのか。何の解決にもならなかった。余計イライラしてしまった。お菓子をおくな、他のことで気

を紛らわせてとそんな簡単にできていたら誰も困らない。鼻で笑って寄り添うつもりもないなら栄養指

導などしないでほしい。子供の乳幼児相談(1 才くらい)で体重を測って数日後病院で体重を測った

ら重さが違っていて、2〜3 ヶ月相談に通って乳幼児相での値が間違っていたと言われた。そんなこ

とありますか？何のための相談かわからない。痩せてしまったかと不安に数ヶ月患っていた。そのよう

なことを問題に挙げ事例を対策してくれているのでしょうか。支援センターの先生はもっと子供と遊ん

でくれたら嬉しい。お気に入りの子だけしか遊んでくれないのかと思ってしまう。貴重品なども置いて
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あり、誰かは部屋にいた方がいいのではないだろうか。（女性・30代） 

 

＜保育・学童保育の制度・時間＞ 

●美幌町は保育園の開設時間が 8 時からで民間の子ども園が 7 時半からです。民間の子ども園が働

く親に時間も含めて寄り添ってくれているのに対し、何故町の施設である保育園がその 30 分を必要

とする保護者のニーズを考えようとしないのかと思うので検討していただけたらと思います。学童は今

3 か所ありますが、旭小のみ小学 4 年生まで利用できるとなっています。他の 2 か所は小学 3 年生

までです。働く母親が増え、家庭に保護者が常にいるわけではない現状において小学 3 年生以降

の子どもの放課後や長期休みの居場所がないことは不安の一つでもあります。そのために違う地域

への移動も考える必要があるかなと思います。学年の見直しなども検討していただけたらと思います。

（女性・40代） 

●保育園も０歳児受け入れ、７：３０～１８：３０までの預かりがあると預け先の選択が広がってうれしいで

す。ボランティア事業などを活用して家事代行、ベビーシッターなど働く世帯・子育て世帯が頼れる

ものがあるとうれしいです。（女性・30代） 
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23 高齢者福祉 

 

（１）関連グラフなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1
6.9
8.2

19.0
11.5

3.9
9.5

24.4
17.3
19.5

3.9
5.6

8.5
5.0

11.1
24.8

4.5
31.9

25.3
27.1

8.7
8.5

1.5
21.3

4.0
6.6

9.0
19.4

2.9
10.3
12.6

8.5
15.3

3.9
6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：36.8）

20.高齢者

福祉の取組

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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62.2

35.4

6.7

10.2

42.1

14.5

5.3

33.1

15.7

17.6

49.7

25.6

39.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)

26.1

33.7

21.5

28.7

4.7

10.8

15.0

32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1

9.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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67.1

68.2

8.1

38.9

23.5

6.8

8.2

29.0

13.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

災害時や困ったときに助け合える関係

子どもから高齢者まで安心して暮らせる環境

行事や趣味などを通じて楽しくつながれる機会

子育て世帯を支えるしくみ

若い世代や新しい住民も参加しやすい雰囲気

多世代の交流の機会

地域の居場所やコミュニティスペース

地域の情報や支援がわかりやすく届く仕組み

デジタルも活用した新しいかたちのつながり

【問9】今後の地域コミュニティで特に重要と思うもの(3つまで選択/620人)
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高齢者福祉に関するアンケート調査より（R５.２）※65 歳以上の方が回答 

＜地域での活動についてどのくらいの頻度で参加していますか（ボランティアグループ）＞ 

 

 

 

 

 

 

＜地域での活動についてどのくらいの頻度で参加していますか（老人クラブ）＞ 

 

 

 

 

 

＜地域での活動についてどのくらいの頻度で参加していますか（町内会・自治会）＞ 
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「高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画」策定のためのアンケート調査より（R6.３）

※要介護（支援）認定を受けている方が回答 
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜認知症に対する支援体制＞ 

・認知症に対する支援体制の整備。令和 5年 9月より、認知症の理解の促進を図るため、町広報に包

括にて毎月記事掲載し、現在も継続中。令和 7 年度より、認知症サポーター養成講座に加え、認知

症ステップアップ講座を開始し、認知症高齢者等及び家族に対する支援体制の充実に向け進める。

（高齢介護 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜「地域包括ケアシステム」の構築＞ 

・「地域包括ケアシステム」の構築・深化・推進。多様化するニーズに対して、専門職の配置がないこと

から、知識及び経験不足であること並びに関係機関（包括・社協）について、近年退職職員が増加

することにより、勤続年数の少ない職員が増加したため、新規事業を行うことが難しい状況である。

（高齢介護 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜介護施設・サービスの充実＞ 

●介護で共倒れしてしまうケースも少なくない。ショートとかをもっと使える場所が増えたらと思う。身体

が動けるから介護度も変わらず認知はすすむ。親の介護の為に仕事を離れている人を何人も知っ

ている。（女性・50代） 

●私も将来的に介護施設にお世話になるかもしれませんが、美幌町にいられる事ができないような感

じですね。年配者も安心していられる町が喜ばしいです。（女性・60代） 

●介護施設の老朽化や人員不足が進んでいるため、維持するために必要なことをもう少し考えてほし

い。（女性・50代） 

●親の面倒を見ながら仕事している人は多い。仕事をパートに変えたり、金銭面で余裕がなくなる等。

本当に必要なケアを必要としている人にしてほしい。（女性・50代） 

〇高齢化社会が進み、高齢者向けの対策が必要になる。福祉体制の充実が求められる。 

〇今後、本町でも人口減少と高齢化がより一層進展することが見込まれている。高齢者の方々が住み

慣れた地域で暮らし続けられるよう、医療・介護・生活支援を一体的に提供できる仕組みづくりが必

要である。 

〇AI を活用した高齢者の健康状態や生活状況を常時把握し、異常を早期に察知する仕組みを整える。 

〇AIによる会話機能や安否確認システムを導入し、孤独感の軽減や日常的な見守りに役立てる。 

〇増加する認知症や生活習慣や面倒みる家族の負担を軽減しできる更なる施設の整設が必要である

と考える。 

 

＜高齢者の住環境・住宅＞ 
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●公営住宅に空きがあるなら 50 代単身者でも入居できるようにしてほしい。高齢者施設が増える事を

願います。（女性・50代） 

●道路や公園、公共施設や企業、個人住宅等を町ぐるみで全てバリアフリー化して高齢者が安心して

生活できる居住環境を整える町として高齢者にやさしい町づくりで移入者がでてくると思います。（男

性・60代） 

●ＪＲ美幌駅について。現在、駅舎と 2 番ホームまたは 3 番ホームに行くには桟橋を渡らなければなり

ません。年配の人や足が悪い人にとってはかなり困難です。旧一番ホームと 2.3 番ホームの間に階

段があれば年配の人や足の悪い人も楽に行き来できると思う。（男性・50代） 

 

＜高齢者の経済的負担・生活支援＞ 

●高齢者の生活、年金など楽にしてほしい。（女性・70代以上） 

●年寄りの生活を考えてほしい。生活が苦しすぎる。どうせ、高級とりのあなた達には無理ですよネ（女

性・70代以上） 

●高齢者（移住お礼金、移動費(バス、JR、モービー)の補助金（女性・40代） 

〇運転免許を返納した方々の生活支援のため、交通の部分や買い物を支える仕組みについて整える

ことが必要である。 

 

＜高齢者福祉・相談体制＞ 

●高齢者福祉の充実(独居老人、介護申請、介護度、認知症の有無に関わらず参加できる場の提供

…他の市町村での取り組み、色々ありますよね？) （女性・40代） 

●美幌町は高齢者には住みにくい町です。高齢者宅(特に独居者)への巡回や日常生活や終活に向

けて気軽に相談できる窓口も必要になります。(包括支援センターの進化版)高齢者は生活の不便や

不安をどこに相談したらいいのかわからない人が多い。そのような人たちにも不安なく暮らせる町づ

くりを目指してほしい。個人的には現状ではこのまま美幌町に住み続けることは不安でなりません。

（女性・60代） 

 

＜高齢者の交流・活動支援＞ 

●シニア世代交流施設の充実。（男性・60代） 

 

＜健康寿命・まちづくり戦略＞ 

●健康寿命を延ばす取り組みにより、長生きを楽しめる町づくりを推進して、活発な異世代交流のモデ

ルタウンとして移住促進や交流人口増加により、活気あふれる町にする（住みたい町ランキング入

り！））（男性・60代） 

〇高齢者の交通事故が目立つ。免許返納をすると共通回数券などの助成は行っており、もーびーもよ

く見かけるが、もう少し高齢者の方が車に乗らなくても生活できるような町になればいい。 
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24 障がい者福祉 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：8.9）

21.障がい者福祉の

取組

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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「美幌町障がい福祉計画」策定のためのアンケート調査より（R５.７） 

＜障がいや生活の相談先＞ 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●福祉についても高齢者ばかりで障害者の入所通所施設が全然ダメです。生まれてから亡くなるまで

安心して暮らせる町の理想からはほど遠いと思います。（女性・50代） 

●1 人では生きられない中度～重度の障害者達の親亡き後の住む場所、生きていく場所が美幌町に

はありません。子供の頃からずっと住み続けてきた美幌町で安心して最後まで暮らしていける様にど

うかケアホームを作って下さい。美幌に無いから、美幌町じゃできないから、どこか遠くのケアホーム

見つけて行って下さいなんてそんな事言わないで下さい。ずっと住んできたんです。優しい町になっ

て下さい。出て行けと言わないで下さい。（女性・50代） 

●障害者支援が足りていないので(入所、通い施設)こちらを充実させてほしい（女性・50代） 

●障害を持つ人に優しい環境（女性・50代） 
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25 社会保障 

 

（１）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●生活保護受ける人に力をいれすぎだと思う。旅行に行っている人もいる。（女性・70代以上） 
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26 農業 

 

（１）関連グラフなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1
6.9
8.2

19.0
11.5

3.9
9.5

24.4
17.3
19.5

3.9
5.6

8.5
5.0

11.1
24.8

4.5
31.9

25.3
27.1

8.7
8.5

1.5
21.3

4.0
6.6

9.0
19.4

2.9
10.3
12.6

8.5
15.3

3.9
6.0

4.0
11.3

0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：18.0）

28.農業の

振興

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜土地基盤整備事業の推進＞ 

・土地基盤整備事業の推進により、かんがい用水施設の整備や農地の区画整理が進み、農業生産性

の向上が図られた。整備された農地は次世代への円滑な継承や担い手の集約が進み、生活環境の

改善にもつながるなど、農業の持続的な発展に大きく貢献している。（森林農地整備 G） 

＜新規就農者の増加＞ 

・新規就農者実績：H28 年～R6 年の間に経営継承方式で 4 組が新規就農を果たした。これは、研修

生の育成と就農先との調整が適正的確に行われた成果である。（みらい農業センターG） 

・新規就農者が安定的に定着しており、新規就農者支援は一定の成果を上げている。要因としては、

他市町村と比較して充実した支援内容であることや研修施設であるみらい農業センターが存在して

いることなどが考えられる。また、ICT 技術やコントラクター事業の導入については関係機関（農協や

普及センター）と連携を図ることで、一定の成果を上げることが出来た。（農政 G） 

＜新規作物定着の経済効果＞ 

・新規作物定着の経済効果：センターが普及を図った新規作物（イチゴ苗、アスパラハウス、アスパラ

冬期栽培）の販売取扱額は H28年～R6年の間で累計 72,500万円である。独自の視点で有益作目

を発掘し、試験研究を通じて技術開発、普及推進に取り組んだ成果である。（みらい農業センターG） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜６次産業化・法人化の推進＞ 

・６次産業化や法人化の推進は想定以上に進んでいない取組となっている。要因としては、農業者か

らの希望がないこともあるが、そういった取組の可能性やメリットを発信出来ていないことが考えられ

る。特に法人化は人口減少社会において中長期的に必要であると考えられるので、関係機関や農

業者との議論が必要である。（農政 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●農業(農家)にもっと力を入れて欲しい。どこの農家もそうですが、人手不足が問題になっているので、

役場の方も手伝いに来てくれたら助かります。毎年熱中警戒アラートが出るくらい暑くなっていて、作

物も病気や干ばつになりやすいので、玉ねぎ農家のように作物に水をかけれるように事業で水を汲

めるように設備を整えて欲しいです。（女性・30代） 

●農業をやっている者ですが動物被害、特に鹿熊などなにか対処できればよいかと思います（女性・60

代） 

〇水質を浄化し、様々な絶滅危惧種を育む美幌温水溜池の水資源を使った持続可能な農業が行わ

れると良い。付加価値のついた農産物が生産できる。 
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27 林業 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：2.2）

29.林業の振興
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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19.7
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71.3

20.2

11.1
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0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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28 商工業 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：10.9）

30.商工業

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 



 

105 

 

 

 

  

36.5

46.1
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20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜商店数の保持＞ 

・コロナ禍などにより消費が落ち込んだ後でも、コロナ給付金だけでなく、中小企業融資、スマッピーカ

ードのプレミアムチャージ事業や商店街イベント補助事業などにより町内の商店数が保持されている。

（商工観光 G（商工）） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜にぎわいの駅整備に関する調査検討＞ 

・にぎわいの駅整備に関する調査検討については、町の財政状況やコロナ禍、学校等のほかの施設

整備もあり関係機関団体との連携含め停滞している状況であり、目的とする施設の内容や場所など

も未定である。（商工観光 G（商工）） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜商業施設・買い物環境＞ 

✪スーパーが 3〜4つ、薬局が 5つあり生活品が簡単に手に入るところがよい。 

✪田舎の中では都会な方と思う。 

✪本屋やスーパー、飲食店などが多く過ごしやすい。 

✪暮らしていくうえで殆ど不自由しない。 

✪24時間営業のスーパーがない。 

     スーパー、ドラッグストア、コンビニなど生活必需品が充実し、満足度が高い。 

     大きな商業施設や娯楽施設がない。 

     飲食店の夜営業が延びるとよい。 

   買物には不便を感じるところがない。 

   北見の中継としてしか思っていなかったけど意外に買い物が便利。 

   買い物できる場所が充実している。 

   こども服屋が閉店したとか不便を感じている。 

●楽しく考えて少し物価も安く。今の暗い美幌はいらないかな。物は高く品質も悪い。人口が少ないか

ら企業も諦めている感じ。（無回答・70代以上） 

●美幌町は気軽にいける飲食店や衣類のお店、子供たちが楽しく遊べる施設が少ないと思うのでもっ

と増やしてほしいです。休日になると町外をでて北見や他の町に行ってしまう人達も多いと思うので

皆が少しでも楽しめる場所が増えると美幌町に住みたい人も増えるのではないかと思います。（女

性・40代） 

●子ども用品が買える店がほしい（女性・30代） 

●町内に買い物だったり、遊びだったりする場所があまりない。（男性・50代） 

●町民が地元で買い物する町（男性・50代） 
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●大型商業施設にひと休み出来る休憩スペースがほしい。高齢者も子供連れのパパママもお買物つ

いでに気分転換が出来る様な感じ。（女性・60代） 

 

＜娯楽・遊び場の不足＞ 

✪遊ぶところ・娯楽施設（商業施設・ゲームセンター・映画館・ファストフード等）が少ない。 

     若者が楽しめる娯楽施設が欲しい。 

●駄菓子屋など子どもが気軽に安全に立ち寄れる場所がほしい（女性・30代） 

●動物と触れ合える場所(無料で)猫カフェなど 保護猫を使って癒しの場所作り（女性・50代） 

●遊ぶ施設がないので、休みや連休を美幌で過ごそうとは思えない（女性・10~20代） 

●飲み屋街が暗い。（女性・40代） 

 

＜温泉・リラクゼーション施設＞ 

●「峠の湯」を充実させてほしい。高齢者ももっと利用しやすいような脱衣所、浴室内の手すりや背もた

れ付きの椅子、売店の充実。宿泊もできれば良いと思います。福祉風呂はとても助かります。食事は

とてもおいしいです。これからも続けてほしいです。よろしくお願いいたします。（女性・60代） 

 

＜公共施設・設備の改善＞ 

●美幌町は当然冬は寒いが、近年温暖化の影響で夏も日本一、道一の日があったりして、何でも１番

は嬉しいので。以前あった様な気がするが、駅舎の上に温度計が欲しい。（女性・60代） 

●KITENの託児スペースに広さが欲しい。（女性・60代） 

 

＜まちづくりの抜本的見直し＞ 

●目玉となるようなものが何一つないので、まちづくりも商店街だけの小さいコミュニティだけでは限界

もあり興味がない方も多いと思うので近隣の町で成功している面を参考にしたり本当に美幌町のこと

をよくしてくれる方に(専門家)根本的なところから見直してもらうことが必要だとおもう。アンケートばか

りで改善、変化が全くみられない。（女性・70代以上） 
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29 中心市街地 

 

（１）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●大通や駅前はゴーストタウン。どうにか活気を取り戻せないのだろうか。（女性・50代） 

●街の中心の大通が空き家、空き地が多く閑散として寂れた街並みとなっています。魅力ある町にする

ためには、道の駅など商業施設と総合的な文化、交流の場が中心地に必要です。（男性・60代） 

●町内外の人達が楽しめる広めのレクリエーション施設(夏は涼めて冬は天候に左右されずに子供も

高齢者も利用できる)があればと思います。大通の商店街はシャッター街化されていてとても淋しい

ので何かに利用できるように対策をうってほしいです（女性・60代） 

●シャッターをなくしたい（男性・50代） 

●まちづくりについては車がないと不便。色々な施設があちこちに点在し、利用しにくいと思う。買い物

も必要最低限。選ばなければどうにかなるが、北見まで行くことが多く、地元になにもない。（女性・60

代） 

〇大通りの商店街が活性化すると良い(駐車場の確保) 

〇美幌町近郊の市町村を支える中核都市として、生活するうえでの市場性化を図ることができる。 
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30 地場産品 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：13.4）

32.特産品開発、

販売
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

     美幌峠は有名だが、特産品や名物グルメがない。 

     美幌ならではのグルメの売りが欲しい。 

●美幌町の名物、特産物を町民として自慢できるものが欲しいです。（男性・60代） 

●美幌の由来は川に関係しますので、河川環境を良くして川に親しむ取り組みや美幌の水を名水とし

て販売できると知名度がアップします。（男性・60代） 

●美幌町の特産品を用いた商品の開発はされていますが、高額だったり使い方がわからなかったりで

町外の人にすすめにくいです。レシピの公開や試食の機会、一部飲食店での有料提供(美幌町

◯◯を使用した××とかはあるが、はっきり言って味が不明) （女性・40代） 

●目玉となるメニューの開発(食品) （男性・50代） 

〇美幌町は農産物や加工品の製造販売が盛んなので、企業とコラボした商品開発を実施し、企業の

誘致を推進すると考える。 
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31 観光・交流 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：17.3）

31.観光の

振興
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜持続可能な観光スタイルの推進＞ 

・屈斜路カルデラトレイルの開通により、持続可能な体験型・滞留型及び滞在型観光を推進を図ること

ができた。これにより、体験型・滞留型・滞在型といった持続可能な観光スタイルの推進が実現でき

た。今後の施策がキーとなるものの、従来の「通過型観光」からの転換を促し、美幌町内への経済的

波及効果の向上にも寄与している。これは、地域資源を活用した新たな観光の「場」としての魅力創

出と、地元関係者との連携体制が整ったことが成功要因と考えられる。（商工観光 G（観光）） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜観光客の「街なか」誘導＞ 

・長年の課題である、美幌峠に集中する観光客を「街なか」へ誘導する取組みは、依然として十分な

成果を上げられていない。情報発信手段や観光動線の整備、街なかでの魅力的な滞在コンテンツ

の不足が要因と考えられる。（商工観光 G（観光）） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜道の駅・物産施設＞ 

✪観光施設が不十分に感じる。 

✪道の駅があることが美幌町の魅力の一つである。 

●美幌町内にも道の駅に匹敵する様な施設があるとよいと思います。お土産や新鮮野菜、特産品があ

り観光客や町民も行ってみたくなるような施設で場所はみどりの村とリリーの山辺りで。（女性・50代） 

●観光事業に力をいれて町の経済活性化を。道の駅(美幌峠)は、正直ただのセレクトショップ。美幌の

魅力をあまり感じない。（女性・50代） 

●美幌峠の道の駅を町民が訪れても楽しめる所にしてほしいです。今のままでは全くつまらないです

（女性・50代） 

●立ちよる、見るなどがないため、通り過ぎる町になっており、住めば楽しいが、旅行中は全く記憶に残

らなかった。大きい物産店や直売所を通りにほしい。もっと色んな所に町内のグルメの地図を置いた

り、音更町のグルメ地図などもみてほしいです。（女性・40代） 

●美幌峠の湯の所に道の駅ができればいいと思います。峠まで行かなくても、近くて行きやすいし、観

光客の人も峠の行き帰りに峠の湯に入って食事したり、買物等して楽しめる 

●心のなごむ所楽しむ所が無い。東もことの芝桜や網走のひまわり畑のような所が有ったらよいと思う。

観光的にもほしい。テレビを見ていると「道の駅」が放映される。お客は満足して買い物している姿、

他町からも来ている、品物が豊富そのような道の駅があったら良いと思う。美幌は中途半端。何も無

い。アイデアが無い。（男性・60代） 

●通り過ぎるだけの町なので立ち寄れる道の駅的な場所が出来たら活性化する。（女性・70代以上） 

●街中に道の駅宜しく頼みます。（男性・70代以上） 
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●峠の湯の所に道の駅のような施設と宿泊できるところがあればいいと思います。（女性・70代以上） 

 

＜宿泊施設・温泉施設＞ 

   通過するまち、観光は周り、宿泊施設が足りない。 

   グランピング施設が肝、町民割引を期待。 

   和牛まつりはにぎわっている、宿泊施設が不足。 

●峠の湯の温泉施設に宿泊施設があると滞在者が増えます。（男性・60代） 

●知人を美幌に招待する際に困るのが宿泊施設です。アルム等ありますが、観光客向けの温泉宿のよ

うに一緒に食事をして宿泊できる施設がないので、観光のサービスを整えてほしいです。（男性・30

代） 

〇宿泊施設が増えると観光・イベント・スポーツ、更には飲食店の活性化に繋がる。 

〇宿泊施設(民泊等)が今よりも増加し、美幌町の観光が整備され、魅力ある町になっているとよい。 

〇宿泊と一緒に美幌町ならではの農産物や特産品を味わえることが出来るように食の部門も環境が整

っているとよい。 

〇宿泊施設(観光者・スポーツ合宿者)を誘致して観光資源に対する通過型から滞在型に変換可能な

施設の整備が必要であると考える。 

 

＜みどりの村・自然観光資源の活用＞ 

   キャンプ場、美幌峠や摩周湖 ドライブスポット、近隣地域のハブになるところ。 

   みどりの村キャンプ場がすき。 

●遠軽町の道の駅に配備したジップラインを真似して下さい!!勾配を生かしてみてはどうでしょうか。み

どりの村の春の桜ももっと人に来てもらうために宣伝してください。ライトアップだけではなく、出店も

出してみるとか賑やかにしてください。動物園があると町外から人が来ます。ノースサファリ美幌町で

引き受けてみてはどうでしょうかと思いました。なんでもやってみましょう！（女性・50代） 

●リリー山近辺に冬場はスキースケート以外の季節には花で観光客を呼べるような１年を通した観光資

源化の充実。網走川河川の整備とライン下りや河川沿いに移動販売や出店などで観光客が呼び込

める様な鬼怒川や秩父の様な多くの人を楽しく呼び込むことができる行事の企画。（男性・60代） 

●著名なガーデナーを招聘し、みどりの村に美幌町らしいガーデンを作ってほしい。（女性・60代） 

●観光客も気軽にホタルを楽しめるように既存の場所はそのままで新しくホタルが住みやすく観察もで

きる環境を整えると新たな観光につながるかもしれません。（男性・30代） 

●グリーンビレッジは農林漁業の体験施設として活性化させ、農畜産物の加工品が販売できるとよい

です。グリーンツーリズムの拠点施設としてアピールすると他の町にはない特色を出せると思います。

（男性・60代） 

●キャンプ地としてみどりの村をＰＲしてたくさんの人が訪れるようにする（女性・70代以上） 

〇美幌町は豊かな自然環境や新鮮な農産物がある。それらを活用した特産品など新たな観光資源の

開発、温泉やキャンプ場など輝いている施設を集約し利便性を上げるなどが求められる。 

 

＜祭り・イベント＞ 

     イベントは多いが町外からの宿泊が少ない。 
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●自慢できるところで祭り好きと書いているとおり町のインフラ整備をして日曜日には歩行者天国にして

色々な催しを行い町にお金を使ってもらう。（男性・40代） 

●お祭りの際のゲストの幅をもう少し広げて欲しい。（女性・10~20代） 

●街が主体となったフリーマーケットなどの開催（女性・40代） 

●これからも美幌和牛まつり毎年続けるつもりなら雨天でも焼肉出来る施設をつくればいいのになどと

思っている（女性・40代） 

●お祭りに関しては、美幌からの屋台やキッチンカ―だけでなく北見からの出店も許可して頂きたい。

またあの笑顔あふれる祭り、遊び声、色々な声を聴ける日を待っています。（女性・10~20代） 

●美幌和牛まつりがありますが、肥育農家もないのにどうするのでしょうか。本州の肥育農家の誘致は

できないんでしょうか。気温や飼料、敷料の確保等、東藻琴屠畜場など環境は良いと思うのですが。

（男性・60代） 

〇お祭り、スポーツ大会等のイベントを増やして、他町村から人々が集客するような内容を精査すべき

と考える。 

 

＜観光スポット・魅力づくり＞ 

     美幌峠の知名度が高く観光客も多い。 

     美幌峠は有名だが、特産品や名物グルメがない。 

●津別のようにアートがあり、町の若い人がやる気があったり、となりの町とイベントした方が良くて。（無

回答・70代以上） 

●美幌峠に道の駅として観光に貢献していると思うが、町の中で目玉となって、他町からも人が集まっ

てくるような施設や観光スポットが少なくて淋しい。富良野や美瑛など参考に若者も立ち寄れる場所

があると良いと思います。（女性・60代） 

〇トレイルルートの開通や屈斜路湖でのアクティビティや夏号山等の山に囲まれていることを等、美幌

町の周辺に観光やアクティビティを楽しめる場所が数多く存在することから、道東地区の観光の拠点

となっているとよい。 

〇現在の美幌町の観光の目玉となる場所は、美幌峠以外に知名度がなく、全国的にも観光地としての

位置づけは下位と思われる。今後、人口減少や限られた財源の中で、箱物ではない観光の目玉を

整え現在のインバウンド需要で大勢の観光客が美幌町を目指して訪れる環境を期待。 

〇美幌町に豊かな自然環境や屈斜路カルデラトレイルなどの観光地を活用して、体験型の観光と宿泊

がセットになって、通過型観光から滞在型観光に変わっているとよい。 

〇美幌町は道東観光の拠点となり得る。ホテル等宿泊施設の誘致に力を入れ、観光拠点としての町づ

くりを進める必要がある。 

〇交流人口を広げる取り組みとして、美幌峠はもとより近隣の観光資源、資源環境を活かし、美幌を拠

点にアクティビティーや自然体験を広げていくことができる。 

 

＜飲食・グルメ＞ 

●旅行者の中継、休憩ポイントとなるような道沿いの飲食店や遠くの山を眺められるような景色の良い

飲食店があると嬉しいのと、駅やそのすぐそばにここでしか食べられないラーメンやソフトクリームな

どのグルメがあると嬉しい。（女性・30代） 
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32 企業誘致・企業支援 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：17.7）

33.企業誘致や

企業支援

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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企業立地意向調査より（R５.９）※商業系企業 300 社と工業系企業 300 社が回答 

＜新規事業所立地先としての美幌町の評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜美幌町のワーケーション等の取組に対する評価＞ 

 

 

 

 

 

  



 

119 

（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜大型商業施設・チェーン店誘致＞ 

●現状、買い物等北見市に全体が流れている状態になっている。空地のカローラとかの土地にマック

やビックリドンキーを誘致しなおかつ町にもう一つのショッピングモール的な道の駅を建設し小清水、

東藻琴、女満別、津別町民そして美幌町民にもっとお金を使ってもらう。（男性・40代） 

●商業施設が減少しているのでどんどん新規出店できるまちづくりにして欲しい（男性・50代） 

●ピザ屋さんとか映画館とかをもっとふやしてほしいです。（女性・30代） 

 

＜企業誘致・経済活性化＞ 

●企業等の誘致をして町の活性化はできないだろうか？（女性・60代） 

●空き家問題にも取り組んでほしいです。空き家、空きテナントが多く、まちの景観を損ねています。土

地の二次利用をしないのであれば、空き地にする等の対策をとってほしいです。企業を誘致し、空き

テナントの地代家賃を下げて貸し出す等、企業が出店しやすい取り組みを行うことで、町の商業に

活気が出て、働き口も増え町の経済を動かすことになると思います。日用品や生活雑貨を買いに行

く際、北見に行くという選択肢しかないので、美幌町で買い物ができるように商業を発展させてほし

いです。美幌町以外の人が美幌町に何かを求めてくる選択肢が増えれば、より魅力的なまちになる

と思います。（男性・30代） 

●美幌町は基本的に住みやすい町だと思います。只、他の地域から大手の企業や飲食店が来たとし

ても長く続いていないのは何か問題点でもあるのではないかと思います。（女性・60代） 

〇企業誘致を進めるための施策等に力を入れていただければと思う。大企業までではなくても企業進

出がより一層進み、雇用が生まれ、経済的な好循環が生まれると人口減少も緩やかになっていく。 

〇人口減が少しでも食い止められていると良い。企業誘致→町の活性化を図ることができる。働き場所

が増える。 

 

＜飲食店・特定業種の誘致＞ 

●飲食店が少ないのでできればもう少し誘致して欲しい（女性・30代） 

●若者の遊ぶところがほとんどなく、オシャレなカフェといった概念も美幌町には存在していない。田舎

は田舎の良さがある。とはいうが、その魅力に若者が食いつかなければこの町は廃れていく一方な

のではないか。（男性・10~20代） 

 

＜特定商品・サービスの店舗誘致＞ 

●子供服が買える店舗がないので(少ない)誘致して欲しい（女性・30代） 

 

＜娯楽・アミューズメント施設＞ 

●子供や若者が遊べるアミューズメントパーク増やして欲しい（女性・10~20代） 
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＜宿泊・観光施設＞ 

●美幌町は通過するだけで、滞在型の施設をほしいな？（男性・60代） 

●グランドホテルが無くなって 200〜300 人程入る場所がなくなってしまった。ビジネスホテルや民泊施

設があるのは良いが、大きなホテル(大浴場付)や峠の場に宿泊施設を設ける、又は以前あった後楽

園の温泉を宿泊やイベント場所にする等。ペットと一緒に泊まれる所があるとなお良いです。（女性・

50代） 
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33 雇用促進・勤労者福祉 

 

（１）関連グラフなど 
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家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)
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家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●若者が安心して働ける地域を目指してほしい（男性・60代） 

●若い世代の人達が活動、活躍できる場を作ってあげて、町を活性化できたらと思う。（女性・60代） 

●高齢者に働ける場所を提供（女性・50代） 

●進学で町外に出た人が戻ってこられるような仕事があるとよいです。子育て世代が住みやすいまち

になることを願います。（女性・50代） 

●まちづくりとは関係ないのかもしれませんが、体力がなくなったお年寄でも気楽にアルバイト的に週に

1 回位だけでも働ける場所(会社)とくに軽作業等の仕事が専門の場所(会社)があったらうれしいです。

シルバー人材センターのような多種多様の作業ではなく、何種類かの軽作業だけで自分で好きなよ

う、選んで働かせてもらえるような場所がほしいんです。私と同じ様な孤独なお年寄りがいたとしたら

なんらかのコミュニケーションとか気分転換になり、なおかつわずかばかりの収入があれば、ひきこも

りがちなお年寄も少しは減るんじゃないかと思っています。ぜひ、軽作業専門の会社教えてください。

（女性・60代） 

●新しい美幌を創造し、観光等、若者が就労できる職種を構築する（男性・60代） 

●若者や女性の働きやすい環境づくり(地域を活かした企業誘致)。（男性・60代） 

●子育て世帯だけでなく、子供がいない働いている家庭にも補助を考えて欲しい。子供がいなくても苦

しいところはあるし、だからこそ一生懸命働いているのに物価上がるばかりで大変。建設、運送業も

仕事が少なく働き方改革のせいで今までの様に稼げなくなっている。賃金を上げれるよう企業に対

する対策が必要。（男性・50代） 

●一流企業のみならず一般企業や個人企業、すべての企業の充実した設備と環境をお願いします。 

最低賃金と給料を上げて欲しい。（女性・10~20代） 

〇若者や女性が生き生きと働き、自分らしい人生を歩めるまちになっていてほしい。 

〇町の活力を維持・向上させるためには、多様な人材、特に若者や女性がその能力を最大限に発揮

できる環境を整備することが必要。 

〇町として、熟業をなくし、個人の大切な時間を増やしている環境が作られると良い。 
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34 消費生活 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：10.0）

7.犯罪防止、

消費者保護

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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26.1

33.7

21.5

28.7

4.7

10.8

15.0

32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1

9.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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35 新エネルギ― 

 

（１） 関連グラフなど 

再生可能エネルギー導入等アンケート調査より（R５.７） 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●ソーラーパネルは止めた方が良いと思います。火事が起きた時や使用出来なくなった場合の処理方

法はちゃんと考えているんでしょうか？ソーラーパネルは自然破壊にしかならないのでは？（女性・

40代） 

〇豊かな水資源を活用した小型水力発電による再生可能エネルギーの利用。今ある用水路などを活

用できる。 

〇小規模ソーラー発電の導入。ドイツでは、発電効率の高い住宅を選定し、ソーラーパネルの設置を

促進している。 
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36 土地利用 

 

（１）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜都市計画区域における土地利用の見直し＞ 

・都市計画区域における土地利用の見直しの検討。計画の策定を契機に、計画的に土地利用の見直

し（都市計画変更）を行えているため（現在進行中）。（都市整備 G） 

 

（２）意見・提案 

     :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●廃校利用。（男性・60代） 

●町有地の平地でいい場所使い道ないなら、住宅建築予定の人に売ってほしい（女性・30代） 

〇ピクニック、お花見等ができるレクリエーション施設等が整備し、空き施設場の集客能力を有する事

により活性化を図れる。 
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37 市街地整備 

（１）現計画の検証 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜市街地再開発可能性の調査検討＞ 

・市街地再開発可能性の調査検討。計画策定後、速やかに取り進めるべきところ、庁内調整（他の大

型事業との優先順位含む）に時間を要し、検討が進んでいないため。（都市整備 G） 

 

（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪コンパクトで移動が楽である。 

     美幌峠と市街地をつなぎたい。 

●平和通か栄通を網走川に橋を架けて、博物館、みどりの村へ行きやすくする。キャンプ場の集客に

つながると思う。（女性・40代） 

●国道 39号、国道 334号、国道 240号、国道 243号、美幌町は 4つの国道が通り、美幌峠もあり、と

てもきれいな町のはずなんです。年々、国道沿いの空家や空店舗が目立ち、とても寂れた印象なの

が残念です。美幌バイパスを通ると美幌の街は通らなくなってしまうことが過疎化へつながってしまう

と当時は大反対したことをよく覚えています。空港から北見へ行くバスは美幌駅前ではなく、バイパ

スの入口で降ろされます。なぜ駅前を通るようにできなかったのかと不思議です。バイパスが悪いと

は、今となっては思いませんが「街づくり」とは難しいものですね。せっかくの魅力も台無しような気が

します。駅前から、新町、仲町(特に仲町はひどいです)大通り。国道沿いを整理し、再生してほしい

です。（男性・60代） 

●人の行動の動線を短くして一つで用事をたせるようにして欲しい（男性・50代） 

●費用対効果の低いインフラの廃止又は削減。生活インフラのコンパクト化。（男性・30代） 

●大通りの整備宜しく頼みます。（男性・70代以上） 

●空港が近い、近隣の大きな市に近いので中継地点として便利な道の駅的な施設が街中にも有れば

良いなぁと思います。（女性・30代） 

●美幌はたくさんの車が素通りするだけでスーパーやコンビニだけ地方の人が来ている印象です。オ

ートキャンプ場をつくるとか。スポーツ施設をひとつの場所に集約するとか。宿泊施設も足りていない

と思います。（女性・50代） 

〇より一層コンパクトシティ化が進み、町民が徒歩や自転車で簡単に移動できるように整備され、商業

施設、住居、公共サービスが隣接し、生活に必要なすべてが身近に揃った環境が整っているとよい。 

〇美幌町に住みやすいまちにとして、今年策定したコンパクトなまちづくり計画の推進を期待している。 

〇オホーツク管内では主要都市である、北見市、網走市に隣接し、女満別空港も近くにあるため、交

通アクセスが良好で都市機能を利用しやすい環境にあるため、美幌町に大きな商業施設や娯楽と

いうよりかは、生活の質が良い町になっていると良い。 

〇急激な発展は難しいと思われるが、農業製品などの流通の中継地点として 16,000 人程度の人口を



 

130 

維持しつつ安心して暮らせ、徒歩圏内に商店があり、町内に病院があり、通院に時間があまりかから

ない、暮らしやすい町であると良い。 

〇美幌町に住みやすい街として、今年策定したコンパクトなまちづくり計画の推進を期待している。 
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38 公園・緑地 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護

3.景観の保全、向上

5.消防・救急の体制

7.犯罪防止、消費者保護

9.道路・歩道の整備

11.公園・緑地の整備

13.水道整備、水質

15.公共交通の利便性

17.健康づくり、病気予防

19.国保病院の充実

21.障害者福祉の取組

23.教室や講座など

25.芸術文化

27.青少年育成

29.林業の振興

31.観光の振興

33.企業誘致や起業支援

35.役場からの情報提供

37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：4.3）

11.公園・

緑地の整備

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 



 

132 

（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪緑が多く、公園がたくさんあるところがよい。  

     こどもの遊び場がない。 

     公園や図書館が古い。 

   自然豊か、せせらぎ公園がすき。 

   みどりの村キャンプ場がすき、自然と触れ合える。 

   水が出る公園がない、噴水がある公園があるが古いし止まっている、こどもと遊べる大きな公園を増

やしてほしい。 

●公園に関しては、「らいらく公園など」片側の部分だけでも今犬が多くなっている美幌町に「ドックラン」

をつくって頂きたい。（女性・10~20代） 

●網走のてんとらんどのような大型遊具があったらいい(子供の遊べる場所を増やしてほしい)サイクリン

グロードがあったらいい(小さい子供でも安全に自転車で遊べるように) （女性・30代） 

●公園などはまめに草刈りなどしていただいてとてもきれいです。（女性・60代） 

●公園の遊具について。予算等もあるのでしょうが、ぜひ定期的に見直していただけると嬉しいです。

(柏ケ丘公園横のカラフルな積み木、今年行ったらカラーコーンで囲まれて使えなくなっていまし

た。) （女性・50代） 

●自治会の公園に遊具もない、畑にして使えないのか。（女性・40代） 

●ゆっくり休める公園(トイレ、ベンチ、木陰等完備)を増やしてほしい。（男性・70代以上） 

●安全性等考え(公園)ジャングルジム、ブランコ等なくなってしまったと思いますが、小学生高学年以

上になると公園では物足りないため、自宅でゲームすることが増えてしまった。中学生でも時間をつ

ぶせれるような場所があれば良い。（女性・30代） 

●犬を飼っている方が多いので美幌にもドッグランがほしい。（女性・30代） 

〇町の中心には緑豊かな公園が広がり、住民が気軽に集まりやすい交流スペースが設けられ、地域の

イベントやマルシェが定期的に開催され、住民同士のつながりが深まり、地域への愛着が育まれる

環境が整っているとよい。 

〇公園の遊具が古いもののままなので、新しく整備して子どもが安全に遊べる環境が増えて欲しい。 

〇世代を問わず高齢者から子どもまで遊べる公園を計画、広域公園のような大規模な公園を整備・充

実。 

〇子どもたちが遊べる公園(遊具の整備、広域公園のような大規模な公園を整備・充実させ、美幌町民

や他市町村の方が気軽に利用できるようにする)。 

〇広域公園周辺の商業施設が何か利用しやすい、イベントや祭りを開催することで他市町村からの来

町者を増加する。 

〇世代を問わず高齢者から子どもまで遊べる公園を計画、広域公園のような大規模な公園を整備・充

実させ、美幌町民や他市町村の方が気軽に利用できるようにする。 

〇現在高齢化が進む中で高齢者にスポットをあてて、パークゴルフ場など高齢者が集まる場所で充実

化実施し行っているが、一方で子どもにスポットをあてて安全面を考慮し公園指標の縮小化など大
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人の都合で子どもたちの幸福度を減らしている。 

〇子どもたちが遊べる公園が少ない。広域公園のような大規模な公園を整備し、施設を充実。 
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39 都市景観 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護

3.景観の保全、向上

5.消防・救急の体制

7.犯罪防止、消費者保護

9.道路・歩道の整備

11.公園・緑地の整備

13.水道整備、水質

15.公共交通の利便性

17.健康づくり、病気予防

19.国保病院の充実

21.障害者福祉の取組

23.教室や講座など

25.芸術文化

27.青少年育成

29.林業の振興

31.観光の振興

33.企業誘致や起業支援

35.役場からの情報提供

37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：8.6）

3.景観の保全、

向上

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●ロマンチック街道の白樺の木をなんとかしてください。まわりに白樺花粉の人が多いのでいらないで

す。（女性・30代） 

●廃墟や放置車両の撤去など景観の改善（男性・30代） 

●針葉樹に偏った植林ではなく、多様な生き物が暮らすことのできる森づくりを考えてほしい（女性・40

代） 

●町の景観が良くないです。道路脇は雑草がボーボー。歩道のお花を植えるスペースも綺麗にしてい

る所もあるけど雑草だらけの所も多い。街路樹は毎年幹を残して枝をカット。ただの棒状態。かっこ

悪くないですか？木が可哀想じゃないですか？近隣の町の大きく育った街路樹を見るたび情けなく

なります。（女性・40代） 

●街並み景観としての役割を果たす街路樹の樹形が悪く景観を損ねています。国道、道道、町道の道

路管理者間が連携して樹形を維持した剪定や郷土に適した街路樹、交通安全に配慮した街路樹管

理計画が必要と思います。公園の樹木についても老木や枯れ木など適正な維持管理ができる専門

的な知識のある人材が必要です。（男性・60代） 

〇街並み・施設等がすっきりと洗練されたデザインになっているとよい。 
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40 住宅・宅地 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：2.8）

12.住宅・宅地

の整備

0
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 



 

137 

空き家所有者等アンケート調査より（R７.４） 
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜住宅リフォーム促進補助事業＞ 

・住宅リフォーム促進補助事業。令和５年度に制度内容の見直し（補助対象工事費の引き下げ、5 年

経過した場合は制度の再度利用可）を行ったことで、令和 5 年度～令和 7 年度は目標件数を達成

した。（建築 G） 

＜設備の改修＞ 

・設備の経年劣化や入居者の利便性の向上に対して、灯油集中供給設備の更新や南団地において

は共用階段部分に手すり設置の改修工事を行った、また美富（改良）団地においてはＥＶ更新など

安心した暮らしができるように計画に沿いながら大規模改修を実施することができた。（公営住宅 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜耐震改修等促進補助事業＞ 

・耐震改修等促進補助事業。未達成（実績なし）。（建築 G） 

＜公営住宅の整備＞ 

・公営住宅の整備について、近年の人件費増や物価高騰の影響もあり、美幌町公営住宅長寿命化計

画に掲載している事業実施計画より遅れている状況ではあるが、建設工事において多額の財政負

担を伴うこともあるため慎重に取り進めていく必要がある。（公営住宅 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

     家を建てる・買う際に補助が欲しい。 

     住宅には不便を感じるところがない。宿泊もあって便利。 

●町の空き家の利用（男性・70代以上） 

●大通りが空家等で活気がなく淋しい メイン通りとは思えない。（女性・70代以上） 

●公営住宅に住める基準をもう少し下げてもらえると助かります。婚期が遅かったこともあり結婚、子育

てをしていますが、現在家賃 6 万のアパート暮らしです。職業も介護士、保育士なので給料もなんと

か暮らし、中古住宅を探していますがなかなか手が出ず…。公営住宅に住めるとお金も貯めやすい

なぁ…と思います。空いているところも結構あると聞いています。人が住まないと建物も朽ちていくば

かりなので、建物だけあってもったいないなぁと感じています。安く住めるところがあると若い世代も住

もうと思う人が増えるんじゃないかと思います。（女性・40代） 

●家族向けの物件、賃貸の価格が高い、特に賃貸（男性・40代） 

●空き家店舗や住宅の早期活用をおこなう（女性・50代） 

●空家をもっと利活用し、地域の魅力を体感できるように（女性・40代） 

●年々増え続けている空き家（空き家対策） 例）個人住宅の場合、まず高齢者を対象に、将来の意向

を調査して資料として保管する又年齢に関係なく、今後、空家になると推定される古い住宅（男性・

70代以上） 
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●空家対策（男性・70代以上） 

〇家を持ちたいと思っている人が、経済的な面で断念することができるだけ少ない環境であってほしい。 

〇近隣の北見市の経済状況により、北見市を離れ移住する人が少なからずいる。美幌町は北見市か

ら離れもらう町であり、アクセスの良さなどから転入してくる人が多くと思われるので、ファミリー向けの

マンション、アパート等を整備していく必要がある。 

〇キレイに整備された町並みになってるとよい(電線が埋設されているような特定の分譲地区の整備等

により新築住宅等が促進され、移住者・定住者の増加が図られる)。 

〇空家(公住宅)が見受けられるため、そのようなものを整理し、他の街から転居を考えている若者等に

低価格で提供し、集中地居住を推進していく。 
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41 道路網 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：17.6）

9.道路・歩道

の整備

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪道路の舗装がひどい、凹凸が激しい。 

✪道路整備の完成が遅く遠回りしなければならない。 

✪歩道が狭い、路側帯のある道路が少ない。 

✪街路灯が少ない。 

     空港・JR駅・バスがあり、近隣自治体とつなぐ道路整備も良好。 

●みどり橋の道路との境目に柵をつけてほしい。以前はついていましたが撤去されました。子供が歩く

時や、自転車とすれ違う時、車とスレスレでとても恐怖を感じます。（女性・30代） 

●デコボコした道路を直してほしい。（男性・50代） 

●街灯が少ない。（女性・40代） 

●道路(路面)が悪い。（女性・60代） 

●歩道のアスファルトが割れて草が生えてきて歩きづらい。むしっても限度があります。（女性・70 代以

上） 

●道路の整備(道路のガタガタ、デコボコ)・通学路の街灯(美高生、かわいそうです。危ないと思います。

夜道) （男性・30代） 

●傷んだ道路の修繕がされれば良いと思う（男性・30代） 

●建物の改修で金がかかるのは理解できるが、農道整備や道路補修をしないとトラック等の事故が今

度増える気がする。（男性・40代） 

●道路や上下水道などの整備の維持管理。町民が安心して暮らせる生活環境。（男性・50代） 

 

  



 

143 

42 除排雪 

 

（１）関連グラフなど 
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1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：28.5）

10.道路・歩道

の除排雪

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜除雪車両の更新＞ 

・円滑な除雪のため除雪車両の更新ができている。（維持管理 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●除雪について、玄関前や車庫前の除雪もして頂けて非常に助かりますが、自力で雪山を削り小さく

したり車庫への出入りがしやすいよう場所をあけている所に新たに雪を積んだり、空けたスペースに

雪を置いていくのはやめていただきたい。その前後に置いていける場所はあるので毎回どうしてと思

う。（女性・60代） 

●細い道も除排雪してほしい。（女性・40代） 

●冬は雪で歩きにくい。（女性・60代） 

●冬季間の除雪をしっかりやってもらいたい。メイン道路だけでなく町道、道道もはやく除雪してもらい

たい。また、細道に住んでいますが大雪が降ったとき全然除雪にこなく自分たちで道を作って除雪

が来たのは 3日後で雑な除雪でした。家の前をきれいに除雪していても除雪車が雪のカベを作って

いき二度手間になっています。これが２年間続いており、何度も役場にお願いしても変わりません。

町民の声が全然届いていません！このアンケートで改善されなければアンケートをする意味もないと

思う。（男性・50代） 

●団地や住宅地の除雪もほしい（男性・40代） 

●冬季の道路除雪の必要性を、確認してから除雪車を運行させるべきだと思います。（男性・40代） 

●冬の除雪を企業に委託していると思いますが排雪場所を役場側が指定しなくてはダメでは？（女性・

40代） 
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43 上水道 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：4.7）

13.水道整備、

水質

0

1.5

-1 0 1

←
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜基幹管路（送水管）の更新＞ 

・基幹管路（送水管）の更新。（要因：交付金の活用、受注業者の確保）（施設 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜危機管理対策＞ 

・水源池の危機管理対策としての侵入者監視システムの導入について、送電されていない地域のた

め、実現が困難。（電柱の設置等の環境整備に多額の費用を要する。）（営業 G） 

 

（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪水道水がおいしい。 

   水がおいしい。 

●道路や上下水道などの整備の維持管理。町民が安心して暮らせる生活環境。（男性・50代） 

〇水道業者の技術者の高齢化や担い手不足で美幌町内の水道業者が少なくなっている。若者が資

格取得できるような補助や、町内で起業しやすいような制度が整っているといい。 
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44 排水処理 

 

（１）関連グラフなど 
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1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：1.5）

14.下水道

整備
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）現計画の検証 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜汚泥の再利用の実現性＞ 

・下水終末処理場から発生する汚泥の再利用の実現性について研究したが、有効成分の不足や受

入れ先の農家の方等の意向で、町内還元には至っておらず、町外処理業者へ搬出している。（営業

G） 

 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

〇近年の気候変動を考慮し、局地的な大雨による洪水対策にも力を入れて、雨水を効率的に排出で

きるインフラが整備されている。 
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45 幼稚園・学校教育 

 

（１）関連グラフなど 
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1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：18.3）

24.幼稚園、

小中高校

0

1.5

-1 0 1

←

重
要
度→

←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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5.3

33.1

15.7

17.6

49.7

25.6

39.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)



 

152 

（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜小学校教育との連携・接続の強化＞ 

・幼保から小学校への円滑な接続ができるよう子育てサポートファイルハグミンを作成し、特別支援教

育連携協議会内に幼保小部会を設置することで交流する機会を確保した。（学校教育 G） 

＜国際理解教育の充実＞ 

・ALT（外国語指導助手）の２名体制を継続し、イングリッシュルームを整備することで小・中学校の英

語教育の充実を図った。（学校教育 G） 

＜少人数学級の推進＞ 

・よりきめ細かな学習指導の環境を整えることを目的に全ての小学校１・２年生において３０人以下学

級を整備した。（学校教育 G） 

＜小中学校の教育環境の充実＞ 

・学校施設の計画的な整備を進めるとともに、夏場の暑さ対策のため町内全小中学校にエアコンを整

備した。エアコンの整備については、地元業者との連携や国の補正予算の活用などにより、早期の

整備が実現できた。（教委総務 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜高等学校教育の充実＞ 

・美幌高校の間口確保のための各種支援に取り組んでいるものの、町内中学校卒業者の美幌高校へ

の入学割合は R6 末で 2 割と厳しい状況にある。同一学区である北見市内の高校への入学者流出

の影響が考えられる。（教委総務 G） 

＜地域資源（自然、環境、人）を活用した学校教育の充実＞ 

・水泳、スキー、スケートの体育科において、各競技団体からの外部講師によるグループでの個別指

導を行っているものの競技団体における高齢化等により、人材の安定した派遣が難しい状況となっ

てきている。（学校教育 G） 

＜地域と一体となった学校づくりの推進＞ 

・学校運営協議会委員からの、子どもの将来を見据えた幅広い意見等を得ているものの、各学校によ

り活動に濃淡が出てしまっている。（学校教育 G） 

 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

＜美幌高校の魅力化・支援＞ 

●美幌高校に町内の子どもが魅力を感じられるようにしてください。そうすれば、自然と町外からも生徒

が来てくれるようになりませんか。道立高校ではありますが町からなにかできませんか。(給食、エアコ

ン、シャトルバス、教科書制服等補助など)早急に手を打たないと高校の無い町になってしまいます。

(給食の準備、事務手続き等高校職員の負担がないように町が手助けすれば良いのかと)美農ショッ
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プがあった頃は町民との交流もあり、お年寄りにも興味を持っていただいていました。小中一貫校に

なるのであれば、小中高生と高校生との交流も考えていただきたいです。道立学校であってもこれ

からは地域連携を推進していく流れもあるので道立町立の垣根を超えた繋がりをもってほしいです。

（女性・60代） 

●高校を給食にしてほしい。（女性・40代） 

●基盤産業である農林業の担い手をつくる学校、教育に重点を置き、人材を養成する町としてアピー

ルすると町外からの生徒数が増やせると思います。（男性・60代） 

●美幌高校の充実、魅力化を考えて欲しい。名前を変えるとか（〇〇館高校のようなローカル感の無い

高校名）（男性・40代） 

●美幌高校で給食を取り入れてほしい。美高を希望する生徒も少しは増えるのでは。（女性・40代） 

●高校進学で汽車代の定期の補助があればと思う。（男性・40代） 

〇自分たちで作り育てた農作物等を調理加工して販売する(例:三笠高校のレストラン)。 

〇少子高齢化に伴い中高生の数が大幅に減少している。高校生に関しては美幌高校出身だが近隣

の高校に交通機関で通う学生が通っているのが現状である。そこで教育施設、教育に力を入れる、

通いたいと思う強みを作る(部活動が強い、行事が面白いなど)。 

〇部活動の地域移行が進むことにより高校との連携と美幌高校の魅力化につながるためにも、みらい

農業科の充実拡大を図り、基幹産業である農業の小中学校のカリキュラムに「アグリ教育」を取り入

れる。 

〇未来農業センター、JA びほろ、日本甜菜製糖(株)、農工連、東京農大、北見工大など連携を強化し

美幌高校のみならず美幌農業を起点に活性化を図り、産業の拡大を広げていく。 

 

＜小中一貫校・義務教育学校＞ 

●なぜ学校が余っているのにわざわざお金をかけて小中一貫校にするのか？（女性・50代） 

●子育て世帯です。東京から移住しました。とても居心地が良く、自然が近く気持ちの良い場所だと思

っています。あのまま東京で子育てしたら今のように子どもをのびのび育てられていたか分かりませ

ん。インターネットや AI があるので都会にわざわざ住む必要がない一方、子どもが大きくなってくる

と、教育の多様性、文化活動等はやはり人の多い地域にはかなわないと思うことがあります。都会の

ものさしではからずとも地方で豊かに暮らす道もあるとは思うのですが…。義務教育学校等で多様な、

柔軟な教育をされることを願っています。 

●義務教育学校への移行が学校と地域住民との距離が広がることのないよう工夫が必要と思います。

例として、義務教育学校敷地または隣接し図書館を設置し子どもたちや町民が一緒に利用するなど

新しい図書館の形態にするなど、ハード面からも取り組むのも良いと思います。（男性・60代） 

〇少子化に伴い、令和 13 年度に義務教育学校が開校する。教育人材の確保を進めるとともに、引き

続き少人数学級や、幼児期からの成長の度合いに視点を置いた個に合った教育を進めていただき

たい。 

〇農業が基幹産業の町であるので、小中学校から農業実習(体験)を盛り込み、作物の生育の過程や

収穫時の達成感などを通じ、農業の重要性を認識する学びの機会を設けるとともに、ふるさとに対す

る愛着を再認識できる教育環境を構築していただきたい。 
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＜プール・体育施設＞ 

●学校の近くのプールもなくなったこともあり泳ぐ機会が減り昔と比べ顔をつけることができなかったり、

泳げない子が増えた印象がある。（女性・30代） 

●学校のプールを使えるようにしてほしい。（女性・30代） 

●学校のプールの整備(Ｂ＆Ｇは遠い。子供が気軽に行ける距離じゃない。) （女性・30代） 

●美幌町のプールは町内全ての小学生中学生が使う施設としては施設の老朽化が著しいと感じます。

体育館プール図書館が小さくても新しく機能的な施設にすることは町全体の暮らしやすさ、豊かさ、

住む人の心と体の心地よさにつながると思います。（女性・40代） 

 

＜子どもの居場所・放課後支援＞ 

●放課後の児童たちが安心して過ごせる居場所が学童以外にもあるとよいと思う（女性・50代） 

〇特色ある部活動の創設(e スポーツなど)。 

 

＜教育の質・いじめ対策＞ 

●子どもの教育。レベルがあまりにも低い。ということはその世代の問題ではなく３世代４世代のレベル

が低い家庭が沢山いる。（無回答・70代以上） 

●40年近く前に小学生だった娘がクラスのいじめに遭い、学校も何の対処もせず親も何もしてやれなく

て寂しい学校生活だったと胸が痛みます。町としても何らかの対策をとって気の毒な子供がなくなる

よう望みます。その時いじめに加担していた生徒が役場の職員と知り嫌悪感を覚えましたが、そうい

う人(加担した気持ちが分かる者として)が先頭に立ちいじめがなくなる事案を考えて頂ければと思い

ます。（女性・70代以上） 

●ヤングケアラー声なき声をひろうことができる仕組みを。（女性・60代） 

〇教育の質の向上策として、町独自に先生方の学びの後押しをする環境を整えることで、質の高い教

育を望む人たちが集まる町になり得ないか。 

〇個々の特性を伸ばせるような多様な学科の創設。 

〇美幌町は自然が豊富な環境にあるので、教室内にとどまらず、山、川、生き物などの自然資源を通

じ、自然がもたらす効果などの学びの機会を設け、自然の大切さを学ぶとともに、恵まれた自然環境

の中で自由で伸び伸びとした教育環境が整えられればと考える。 

〇都会に行かないと受けられなかった進学のための教育も、地元にいながらオンラインでの受講も可

能になってくると、多少なりとも格差を埋められると思うので、美幌町では地の利を生かした都会では

味わえない、美幌でしか受けられない教育環境が整備されればと考える。 

〇人口減少により子育て支援や教育の担い手がより不足していくことや、少子化により将来の美幌を担

っていく子供が減ることが予想される。デジタルを活用した先進的な教育の実施や、子供の数が少

ないからこそ可能なきめ細かな指導の実施など、社会情勢に適応しつつ、これまで以上に優秀な人

材の育成を見据えた基盤と教育メニューの整備が必要。 

〇これからの時代は、日本国内にとどまらず、世界を相手に仕事をする時代がスタンダードになると予

想される。そのような中で、もし美幌町は英語教育が日本一優れており、中学卒業時には日常会話

ができ、高校卒業時にはビジネス英会話まで習得できる、という取り組みができれば、町民にとって

大きな魅力となる。 
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〇英語力は観光業や企業誘致、文化・芸能・スポーツなど多方面で役立つ。基幹産業である農業分

野でも、海外労働者との円滑なコミュニケーションに不可欠なスキルとなる。加えて、美幌町には「空

港の近さ」「コンパクトシティ化の住みやすい居住環境」「災害が少ないという強み」がある。今後、本

州での災害や災害リスクの増加により移住を考える動きが広がれば、英語に強い美幌町は大手企

業やメディアの注目を集める可能性が高まる。その結果、雇用の拡大や移住者の増加が期待でき、

人口減少の歯止めとなり、美幌町のさらなる発展につながると考える。 
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46 生涯学習 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上
4.防災への取組

5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：2.2）

23.教室や

講座など
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜生涯学習活動の充実＞ 

・生涯学習活動の充実→特に住民参画による生涯学習活動については、策定時より実施数が増えて

いる。（社会教育 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜団体・サークルの数の減少＞ 

・団体・サークルの数が減少したこと。→高齢化や担い手不足が大きな要因であることに加えて、コロ

ナウイルスが活動を停滞したことにより、モチベーションの維持ができなかったことが考えられます。

（社会教育 G） 
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47 芸術・文化・文化財 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：3.4）

25.芸術文化
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←
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要
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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5.3

33.1

15.7

17.6

49.7

25.6

39.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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36.5

46.1

19.7

67.3

71.3

20.2

11.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)

26.1

33.7

21.5

28.7

4.7

10.8

15.0

32.9

22.9

15.8

4.2

16.3

12.1

9.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜学校教育との連携の充実＞ 

・基本目標５①学校教育との連携の充実：非常に多くの体験活動を実施することができた。また、あわ

せて体験学習に活用できる展示スペースを充実させた。（博物館 G） 

＜町民主体による芸術鑑賞事業の奨励＞ 

・5－4（1）④「町民主体による芸術鑑賞事業の奨励」について補助金を活用した講習会が既存の吹奏

楽合奏講習会以外に開催され、個々の演奏技術の向上につながっている。また、新設された未来

のアーティスト応援事業において青少年のコンクール等における活躍の機会を後押しできた。（文化

振興 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜博物館情報提供の充実＞ 

・基本目標 5-2 ②博物館情報提供の充実：予算がなく、有料広告への情報発信ができない。（博物

館 G） 

＜博物館施設周辺の整備＞ 

・基本目標 5-2 ③博物館施設周辺の整備：新収蔵庫の建設を検討してきたが、予算がなく実現に至

らない。（博物館 G） 

＜サークル・団体の活動成果の発表と交流促進＞ 

・5－4（1）②「サークル・団体の活動成果の発表と交流促進」について、コロナ禍の影響により、活動を

中止せざるを得なかった団体が多く、活動が停滞してしまったと同時に、各団体において高齢化が

進み継続が難しくなっており解散する団体も出始めている。（文化振興 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

●図書館を新しくしてほしい。(図書館の職員の方々は親切でよく利用させていただいている。新しくな

ったら嬉しい。子供の読み聞かせも利用させて頂いている。頑張っていただいているのは十分伝わ

るがもう少し簡単方法でゆるくリラックスした感じでいいのでは？3〜4 冊本やかみしばいを読む程度

で十分なのでは。子供も飽きてしまったりしてしまう。その分回数が多いと子供の機嫌で行ける回数

も増えて嬉しい。) （女性・30代） 

●図書館などを、子供達が集まって本を読んだり勉強するスペースをもっと増やしてほしい。囲い等を

使用して落ち着ける場所があると嬉しい。（女性・40代） 

●図書館のエアコン、汚い人を入れないで。本を読みたくてもくさい時がある。（女性・40代） 

●文化活動でなぜ毎年演歌歌手ばかりなのか。偏りすぎでは。（女性・60代） 

●美幌駅に国鉄相生線の展示を復活してはどうか？(駅舎や周辺の相生線跡を撮影している人達が

エックス(旧ツイッター)で多いと感じたため) （男性・40代） 

●史跡環境の整備など（男性・60代） 
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48 スポーツ 

 

（１）関連グラフなど 
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0% 10% 20% 30% 40%

1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：4.8）

26.スポーツ
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←満足度→

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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10.2

42.1
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15.7

17.6

49.7

25.6

39.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから(近いから)

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動がしやすいから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

老後も生活を続けていけると思うから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問4-1】町内に住み続けたい理由(すべて選択/489人)

34.1

18.6

14.7

53.5

38.0

58.9

8.5

31.8

5.4

5.4

2.3

62.0

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから(遠いから)

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問4-2】町外に移りたい理由(すべて選択/129人)
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0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち(自然が豊かで、環境にや

さしいまち)

農林畜産業や商工業などの活力ある産業のまち(経済

的に豊かなまち)

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち(生活環境が整ったまち)

健康で安心して暮らせるまち(保険・医療や福祉が充

実したまち)

教育・文化・スポーツなどが充実したまち(生涯学習

がさかんなまち)

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

【問6】将来の美幌町に望む姿(3つまで選択/620人)
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0% 10% 20% 30% 40%

自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)
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（２）現計画の検証 

【第６期計画で成果が上がったもの】 

＜美幌町スポーツ推進計画の策定＞ 

・美幌町スポーツ推進計画の策定。スポーツ施策の総合的かつ、計画的な推進が図れるようになった。

（スポーツ振興 G） 

 

【計画通りに進まなかった取組み・未達成の目標】 

＜指導者の確保＞ 

・指導者の確保、育成、研修機会の充実。指導者のなり手不足。部活動の地域連携も含めて指導者

の確保が課題である。（スポーツ振興 G） 

＜スポーツ合宿の誘致促進＞ 

・スポーツ合宿の誘致促進。グランドホテル閉鎖によるスポーツ合宿誘致縮小。（スポーツ振興 G） 

 

（３）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

✪デュアスロンが有名である。 

   デュアスロン大会がなくなったのが残念。 

     スポーツ施設が小さい。 

     スポーツチームやスポーツイベントを呼べるような施設がほしい。 

●美幌町のスポーツトレーニングセンター等の冷房設備を強化、設置してほしいです。（男性・30代） 

●しゃきっとプラザのトレーニング設備が破損したままになっています。いつ治るのでしょうか。（男性・

60代） 

●体育館やスポーツ施設の充実 子供がスポーツできるように（男性・40代） 

●少年団や部活が地域移行やクラブ化して行くにあたり、役場の職員で教えれる方が居れば役場の

仕事より指導の活動を優先できる制度を設けて欲しい。指導者枠としてそういう部署を作ることも考え

て欲しい。スポーツに力を入れている美幌町だからこそ、指導してくれている方々に協力や尊敬する

ような取り組みをしてほしい。（女性・30代） 

●プロスポーツ施設の誘致。（女性・40代） 

●夜中遅くまで利用できるスポーツ施設（男性・60代） 

●北海道唯一の大会美幌デュアスロン大会の復活。各種イベントの計画を増やす。（男性・60代） 

〇スポーツセンター、トレーニングルームの器具が経年劣化により破損が見られる。筋力トレーニング

に趣味を当てる方に向けた器具を整備して欲しい。 

〇消防署でも器具が古く、筋力・体力を使う仕事なので充実させて欲しい。現状器具員がないので近

隣の市町村に移動しジムに通っている人が多い。想像はスポーツジム。 

〇旭運動公園/グランドについて、この整備、トイレの整備など計画的に実施しているところであるが他

市町村と比べると整っているとは言えない状況。 

〇その場しのぎではなく、将来を見据えた計画で生涯スポーツが楽しめる環境整備を求める。 
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49 青少年 

 

（１）関連グラフなど 
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1.自然環境の保護
2.環境問題への取組
3.景観の保全、向上

4.防災への取組
5.消防・救急の体制
6.交通安全への取組

7.犯罪防止、消費者保護
8.ごみ収集、リサイクル
9.道路・歩道の整備

10.道路・歩道の除排雪
11.公園・緑地の整備
12.住宅・宅地の整備
13.水道整備、水質
14.下水道整備

15.公共交通の利便性
16.子育て支援

17.健康づくり、病気予防
18.医療環境

19.国保病院の充実
20.高齢者福祉の取組
21.障害者福祉の取組

22.地域福祉
23.教室や講座など

24.幼稚園、小中高校
25.芸術文化
26.スポーツ
27.青少年育成
28.農業の振興
29.林業の振興
30.商工業の振興
31.観光の振興

32.特産品開発、販売
33.企業誘致や起業支援
34.地域の活動、行事
35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会
37.役場の窓口、サービス

【問3】今後のまちづくりで特に重要と思うもの(5つまで選択/町民620人)

（前回の数値：10.5）

27.青少年育成
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【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、重要度をタテ軸

にした場合の位置付けです。 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37 項目の中から、特に

重要と思う項目を５つ選んでもら

った位置付けです。 
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（２）意見・提案 

✪：高校生         :若者       ：自衛隊    ●：町民    〇職員 

 

〇もっと若者が活躍できる施設や交流の場等を増やしていき、多くの人が活躍できるような環境が整っ

ているといい。 
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自然保護・愛護活動

リサイクル活動や省資源活動

花のお手入れや清掃活動

福祉ボランティア活動

歴史文化活動

青少年育成活動

健康なまちづくり活動

交通安全・防犯・防災活動

町や地区の各種行事

明るいまちづくり活動

国内外との交流活動

特産開発、技術研究活動

地域での自治会活動に参加する

まちづくりに意見や提案をする場に参加する

その他

【問7】参加したい(できる)まちづくり活動(すべて選択/620人)


